
　昨年12月4日㈭、わかば保育所でもちつきが行われました。園児たちは、
おもちになる前の蒸したもち米を珍しそうにのぞいていました。そして順番
にペッタンペッタンと上手に杵を使って一生懸命おもちをつきました。最後
に、つきたての柔らかいおもちをみんなでまるめておいしくいただきました。

このマークの画像に
スマホをかざすと、
動画が見られます！

（ 今 月 号 は 表 紙 と
28・29ページに掲載）
※詳しくは28ページをご覧く
ださい。
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年始のおもな業務は1月5日㈪から 　休み期間中でも急ぎの要件があるときは日直や宿直におたずねください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　詳しくは広報いずみさの12月号をご覧ください。



賀 正

議
長
　
　
岡
田 

昌
司

泉
佐
野
市
長
　
千
代
松 

大
耕

泉
佐
野
市
議
会

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

副
議
長
　
中
藤 
大
助

　　　　　　　　　　　　　　　　新春恒例
　　　　　　　　　　　　　泉佐野市 消防出初式

　　　　　　　　　　　　　　　  〜安全と安心の向上をめざして〜
日時　1月11日㈰ 午前10時〜　　
場所　市役所 来庁者駐車場
内容（雨天の場合、式典のみとなります）
◦消防車や消防団・職員の行進　　　
◦救助訓練、一斉放水訓練
◦幼稚園児たちの行進　　　　　 
◦消防車の展示
◦市立第三中学校吹奏楽部の演奏　　
◦防火服の着衣体験・撮影会
※駐車場は中央小学校で、会場までの送迎バスあり
問合先　市民協働課
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町会・自治会に加入しましょう
　泉佐野市には、81の町会・自治会があります。町会・自治会は、
お互いに助け合いながら、身近な環境をよくするために、地域
住民のみなさんが自主的に運営している組織です。東日本大震
災以降、町会・自治会を中心とした地域のつながりや絆が私た
ちの安全・安心を支えているということが、あらためて認識さ
れています。
　しかし、近年、都市化の進展に伴う価値観やライフスタイル
の多様化、マンションなどの住宅特性の変化など地域コミュニ
ティを取り巻く状況は大きく変化し、町会・自治会へは参加し
ない、また入っていても脱退するという人が増えています。
【市と町会連合会（81町会・自治会）は、共同して町会・自治会加入促進活動を実施しています】

◦転入時、市民課窓口で加入案内の配付
◦宅建・不動産業団体との協力協定による加入の働きかけ
◦町会・自治会の加入促進活動への活動費補助
【町会・自治会においても、特色ある加入促進活動を行っています】
◦祭りで大勢集まる場での、加入特設窓口設置
◦未加入者へも対象を広げたイベントや防災訓練実施
◦未加入世帯へ「広報いずみさの」などを配付しながらの加入呼び掛け
　住みよいまちづくりのため、町会・自治会活動へ積極的にご参加
ください。町会・自治会に加入を希望される場合は、会長または役
員の人に申し込んでください。

　連絡先がわからない場合は、市民協働課まで問い合わせてください。

■
泉
佐
野
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
協
議
会

　
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
、
市
民
総
合
体
育
館
が
竣
工

し
、
こ
れ
を
機
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
通
じ
て
市
民
の
健
康

増
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
昭
和
58
（
１
９
８
３
）

年
4
月
当
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
初
は
協
議
会
員
の
能
力
向
上
の
た
め
各
種
の
講
習
を

受
け
、
多
角
的
に
市
運
営
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
市
民
の

健
康
作
り
た
め
の
年
間
7
事
業
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

会
員
数　
23
人

会
議　
毎
月
第
2
木
曜
日 

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

参
画
事
業
　

◦
市
民
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
…
年
3
回
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
目
的
地
を
会
議
で
決
め
、
広
報

に
掲
載
し
、
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
を
受
け
、
公
開

抽
選
で
決
定
後
、
は
が
き
で
当
選
者
発
表

◦
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
ツ
ー
ル
ド
大
阪
イ

ン
い
ず
み
さ
の
…
4
㎞
、
6
㎞
、
10
㎞
の
3
コ
ー
ス
を

設
定
し
参
加
者
が
コ
ー
ス
を
選
択
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◦
体
力
・
運
動
能
力
調
査
…
20
〜
64
歳
（
握
力
・
上
体

起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・
往
復
持
久
走

20
ｍ
・
立
ち
幅
跳
び
）、
65
〜
79
歳
（
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ
障
害
物
歩
行
・

6
分
間
歩
行
）
の
実
施
を
行
い
、
泉
佐
野
市
の
調
査
結

果
と
し
て
国
に
報
告

◦
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
4
事
業
）
…
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
泉
佐
野
、
市
民
ラ
ジ
オ
体
操
、

泉
佐
野
市
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
以
上
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
ど
れ
か

の
行
事
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
オ

レ
ン
ジ
色
の
帽
子
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
お
世
話
を
し
て
い
る
の
が
我
々
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
の
メ
ン
バ
―
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
お
願
い
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
に
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち

と
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
４
６
２・２
０
０
０
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
先
　
市
民
協
働
課

▲「ウォーキングチャレンジ」
ツールド大阪インいずみさの ▲市民健康ハイキング
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市
長　
若
い
世
代
の
方
々
と
お
話
が

で
き
る
こ
の
よ
う
な
座
談
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
、
市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

法
律
が
相
ま
っ
て
国
の
政
策
に
な
り

ま
す
。
泉
佐
野
市
が
中
心
に
な
り
、

府
と
国
を
変
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

辻
（
洵
）　
泉
佐
野
市
民
が
感
じ
て

い
る
こ
と
を
リ
ア
ル
に
聞
い
て
、
市

政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

甲
斐　
地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　

商
店
街
が
賑
わ
う
よ
う
に
援
助

し
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
な
ど
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
宣
伝
し
、
外
国
人

観
光
客
を
呼
び
込
む
な
ど
関
空
利
用

者
の
増
加
を
め
ざ
し
た
い
。

加
地　
国
際
交
流
を
進
め
た
い
。
大

学
同
士
の
交
換
留
学
や
姉
妹
都
市
と

の
交
流
を
促
進
し
た
い
。

萩
原　
泉
佐
野
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

イ
ヌ
ナ
キ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
、
泉

佐
野
市
を
有
名
に
し
た
い
。

鈴
木　
子
ど
も
た
ち
に
夢
の
持
て
る

イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
。
市
の
木
の
イ

チ
ョ
ウ
の
実
（
銀
杏
）
を
利
用
し

て
、
地
域
活
性
化
を
行
い
た
い
。

坂
本　
外
国
人
観
光
客
へ
の
配
慮
と

し
て
、
外
国
語
の
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド

パ
ン
フ
を
駅
な
ど
に
設
置
し
た
い
。

　
商
店
街
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
取

組
が
必
要
。

塩
谷　
外
国
人
観
光
客
の
宿
泊
事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
先
日
、
蟻

通
神
社
で
能
の
催
し
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
を
あ
げ
て
芸
能
分

野
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。 

渡
辺　
泉
佐
野
市
の
強
み
は
、
関
空

が
あ
る
こ
と
で
、
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

活
性
化
や
犬
鳴
山
温
泉
の
PR
活
動
に

力
を
入
れ
た
い
。

奥
井　
関
空
を
中
心
に
街
を
活
性
化

し
、
泉
佐
野
市
を
海
外
や
地
方
の
方

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

　
外
国
旅
行
客
へ
の
配
慮
、
ご
当
地

ブ
ラ
ン
ド
で
活
性
化
を
図
る
。

◆
も
し
市
長
だ
っ
た
ら
何
を
し
た
い

で
す
か
？

辻
（
俊
）　
大
学
で
学
ん
で
い
る「
政

策
」と
い
う
分
野
で
は
、経
済・政
治・ 千代松 大耕　市長

中
谷　
泉
佐
野
市
に
は
、
海
に
山
に

自
然
環
境
が
あ
る
。
臨
海
部
に
は
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
水
族
館
を
つ

く
り
活
性
化
を
図
り
た
い
。

◆
泉
佐
野
市
の
こ
こ
が
知
り
た
い

辻
（
俊
）　
国
際
都
市
と
し
て
の
市

の
取
組
は
？

市
長　
泉
佐
野
地
球
交
流
協
会
（
ｉ

ｃ
ａ
）
が
外
国
の
方
々
の
生
活
面
の

支
援
や
様
々
な
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
客
誘
致
で
は
、
観
光
案
内
所

を
市
内
３
ヵ
所
～
泉
佐
野
駅
前
の
泉

佐
野
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
、
り
ん

く
う
タ
ウ
ン
の
観
光
交
流
プ
ラ
ザ

「
り
ん
く
う 

ま
ち
処
」
、
ピ
ー
チ

就
航
の
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
観
光

情
報
プ
ラ
ザ
「
関
空 

ま
ち
処
」
～

を
設
け
て
、
お
も
て
な
し
を
し
て
い

ま
す
。

中
谷　
泉
佐
野
市
の
自
然
保
護
や
環
境

の
保
全
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長　
大
木
地
区
で
は
、
「
日
根
荘

大
木
の
農
村
景
観
」
が
「
重
要
文
化

的
景
観
」
～
全
国
で
38
ヵ
所
目
、
大

阪
府
内
で
は
初
の
選
定
～
と
さ
れ
、

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
中
世

以
来
の
農
村
風
景
の
保
全
に
努
め
て

い
ま
す
。

奥
井　
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
街
づ
く

り
の
面
で
考
え
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

市
長　
府
有
地
で
あ
る
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
で
の
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
構

想
は
、
事
業
参
加
者
を
公
募
し
た
と

こ
ろ
、
残
念
な
が
ら
応
募
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
多
く
の
外

国
人
観
光
客
が
来
訪
し
、
さ
ら
な
る

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
、
「
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
構
想
の
予
定
地
を
含

め
、
府
有
地
の
有
効
活
用
を
大
阪
府

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

渡
辺　
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
と
関
西
空

港
に
イ
ヌ
ナ
キ
ン
の
等
身
大
パ
ネ
ル

が
あ
り
ま
す
が
、
国
際
的
な
施
設
に

犬
鳴
山
を
も
と
に
し
た
イ
ヌ
ナ
キ
ン

が
い
て
、違
和
感
が
あ
る
の
で
す
が
。渡辺 真未

中谷 有伽

鈴木 那奈

奥井 大地

甲斐 浩志

辻 俊一郎

問合先　青少年課（☎469-1106）  

　1月12日の「成人の日」には市内で約1,190人の若
者が新しく大人の仲間入りをします。成人の日に先
立ち、昨年11月7日に「市長と語る新成人のつどい」
を開催しました。
　東口教育部長の進行のもと、新成人たちが、市政
についての質問・提言などを身近な話を交え、千代
松市長、中藤教育長と熱心に語り合いました。その
一部を紹介します。　（敬称略・順不同）

特集

市長と語る新成人の集い市長と語る新成人の集い
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向
上
さ
せ
る
よ
う
な
予
算
配
分
に
努

め
て
い
ま
す
。

鈴
木　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
心
配
で

す
。
市
や
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

市
長　
津
波
は
、
地
震
発
生
か
ら
約

80
分
で
到
達
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

高
い
と
こ
ろ
に
避
難
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
市
と
し
て
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
学
び
、
避
難
の
対
応
な
ど

防
災
対
策
を
し
て
い
ま
す
。
市
内
59

町
で
、
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
長　
学
校
園
で
は
各
種
避
難
訓

練
を
実
施
し
、
沿
岸
部
の
学
校
園
を

中
心
に
津
波
に
対
す
る
避
難
訓
練
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

萩
原　

イ
ヌ
ナ
キ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
設
定
を
知
り
た
い
。

市
長　
み
な
さ
ん
は
、
義
犬
伝
説
と

い
う
の
を
ご
存
知
で
す
か
？
そ
の
伝

説
か
ら
犬
が
鳴
く
山
と
い
う
こ
と
か

ら
犬
鳴
山
と
い
う
地
名
が
で
き
、
イ

ヌ
ナ
キ
ン
は
、
自
分
の
命
を
ひ
き
か

え
に
主
人
を
守
ろ
う
と
し
た
そ
の
義

犬
の
末
裔
と
い
う
設
定
で
す
。

加
地　
国
際
交
流
に
関
心
が
あ
り
ま

す
。
市
で
も
国
際
交
流
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
で
す
。

市
長　
泉
佐
野
は
、
関
空
だ
け
で
な

く
、
山
手
に
は
、
府
唯
一
の
温
泉
郷

（
犬
鳴
山
温
泉
）
が
あ
り
ま
す
。
り

ん
く
う
タ
ウ
ン
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し

て
く
れ
る
人
を
泉
佐
野
市
に
迎
え
た

い
。
そ
し
て
、
犬
鳴
山
温
泉
に
も
誘

客
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

塩
谷　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

昨
今
、
高
齢
者
福
祉
と
児
童
福
祉
の

対
応
は
ど
う
で
す
か
？

市
長　
市
で
は
、
三
世
代
同
居
を
目

的
と
し
た
転
入
者
に
、
転
入
（
引
っ

越
し
）
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
泉

佐
野
市
に
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
政
策
や
、
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成

な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

坂
本　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公

表
で
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
表
れ
て

い
ま
す
か
？

市
長　
学
力
テ
ス
ト
の
公
表
は
、
行

政
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
正
し

い
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
テ
ス
ト
結
果
で
学
力
に
課
題

の
あ
っ
た
学
校
に
は
、
よ
り
学
力
を

◆
つ
ど
い
の
ま
と
め

　
み
な
さ
ん
の
市
政
に
関
す
る
質
問
や

意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
市
政
に

対
す
る
関
心
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
市
の
現
状
も
一
定
理
解
し
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
市
長
は
財
政

難
の
市
を
再
建
し
、
10
万
人
市
民
の

笑
顔
を
支
え
て
い
き
た
い
と
い
う
強

い
思
い
で
先
頭
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
よ
き
国
際
人
に
な
る
に
は
、
よ

き
日
本
人
で
あ
れ
」
と
い
う
言
葉
も

あ
り
ま
す
。
日
本
に
は
、
世
界
に
誇

る
文
化
や
歴
史
、
素
晴
ら
し
い
国
民

性
が
あ
り
ま
す
。
次
代
を
担
う
み
な

さ
ん
に
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
学
ん

だ
う
え
で
、
真
の
国
際
人
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長　

関
空
の
玄
関
都
市
と
し

て
、
国
際
交
流
に
は
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
イ
ー

ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

コ
ー
ス
ト
市
は
青
少
年
海
外
研
修
先

で
あ
り
、マ
ラ
ソ
ン
の
相
互
交
流（
泉

州
国
際
マ
ラ
ソ
ン
）
や
子
ど
も
の
絵

画
作
品
の
交
流
も
し
て
い
ま
す
。

　
中
国
・
上
海
の
徐
匯
区
、
宝
山
区

と
の
交
流
も
あ
り
、
ま
た
、
モ
ン
ゴ

ル
の
ト
ゥ
ブ
県
と
は
昨
年
度
に
友
好

交
流
の
覚
書
を
行
い
、
今
年
の
夏
休

み
は
、
10
人
の
中
学
生
を
派
遣
し
ま

し
た
。
今
後
も
国
際
交
流
の
裾
野
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

辻
（
洵
）　
小
・
中
学
校
の
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
備
、
児
童
・

生
徒
、
教
師
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

教
育
長　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
、各
中
学
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
週
に
１
日
だ
け
で
あ
り
、

今
後
は
日
数
を
増
や
せ
る
よ
う
に
府

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
内
容
は
、

課
題
の
あ
る
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の

相
談
で
す
。
ま
た
、
教
師
の
相
談
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
配

慮
と
し
て
は
、
市
内
２
ヵ
所
に
、
不

登
校
支
援
の
た
め
の
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

甲
斐　
市
と
し
て
の
外
国
語
教
育
に

つ
い
て
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
市
と
し
て
も
関
空
の
玄
関

都
市
と
い
う
こ
と
で
、
英
語
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
府
の
英
語
教
育
推
進
事
業
の

モ
デ
ル
事
業
を
本
市
の
小
学
校
１
校

と
中
学
校
１
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
や
外
国
語
活

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
英
語
教
育

を
充
実
さ
せ
、
市
の
英
語
教
育
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

20歳を迎えるみなさんへ
問合先　国保年金課

　若い間は、老後の生活について考えるこ
とも少ないかもしれません。しかし、だれし
も、いつかは年をとり、退職などで収入がな
くなったり、減ったりします。そんなときに、
老後の生活を支えてくれるのが「年金」です。
  また、年金受給前に、ケガや病気で身体
に障害が残るような状態になった場合や、
加入者が亡くなり、遺族（妻・子）が残
された場合にも、年金が生活を支えてく
れます。（受給要件あり）
　だれもが将来、年金を受けられるように、
20歳になったら必ず公的年金制度に加入
することになっています。会社などに勤務
し、厚生年金保険や共済組合に加入してい
る人以外は、国民年金に加入となりますの
で、国保年金課で手続きをしてください。
  加入すれば、保険料の納付が必要ですが、
経済的な理由などで納付が困難な場合は

「申請免除」、30歳未満の人には「若年者納
付猶予」、学生には「学生納付特例」とい
う制度もありますので、相談してください。

萩原 沙智

辻 洵一郎 加地 清楓

坂本 咲子 塩谷 彰宏

中藤 辰洋 教育長

 特集　市長と語る新成人の集い
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市民のみなさんに市政へのご理解ご協力をいただくため、市では毎年市職員の給与などを公表しています。
なお、給与などの額は税・保険料などの各種控除前の額で、いわゆる手取額ではありません。

問合先　人事課

人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
平成26年3月末日現在 歳出額　（A） 実質収支 人件費　（B） 人件費率（B/A）

平成25年度 101,554 人 40,615,769 千円 994,624 千円 5,373,772 千円 13.2％

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含みます。　　　（参考）平成24年度人件費率15.7％

部門別職員数の状況（各年4月1日現在）　　　　　（単位：人）

区 分 職 員 数 対前年
増減数 おもな増減理由平成25年 平成26年

一
般
行
政
部
門

議 会 5 5
総　　 務 93 90 △3 事務事業・体制の見直し
税　　 務 39 40 1 事務事業・体制の見直し
民　　 生 160 159 △1 事務事業・体制の見直し

衛　　 生 77 60 △17 クリーンセンターの業務委
託化

農林水産 16 14 △2 災害派遣（仙台市）終了
のため

商　　 工 9 10 1 事務事業・体制の見直し
土　　 木 51 54 3 事務事業・体制の見直し
小　計 450 432 △18

部
門

特
別
行
政

教　　 育 73 72 △1 司書を各中学校に派遣
小　計 73 72 △1

普通会計 計 523 504 △19

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　　 道 28 28
そ の 他 56 55 △1 退職による欠員不補充
小　計 84 83 △1

合　計 607 587 △20
※部門別職員数には教育長も含まれます。

　市職員の給与は、地方公務員法で
定められた3つの原則を基準に、市
の条例で定めています。
�職務給の原則
　給与は「職務と責任」に応じて決定
※本市の場合は、上記「一般行政職
の級別職員数」のとおり
�均衡の原則
　給与は「生計費」「国・地方公共
団体の職員の給与」「民間事業従事
者の給与」などを考慮し決定
�条例主義
　給与額・勤務時間・その他の勤務
条件は、住民の代表である議会の議
決を経て、条例で定める

職員構成
（平成26年4月1日現在・[　]は平均年齢）

一般行政職の級別職員数
（平成26年4月1日現在）

職員数
586人

［45.1歳］
100％

職員数
384人
100％

【
注 

意
】

◦
泉
佐
野
市
の
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の
級
区
分

別
職
員
数
で
す
。

◦
（ ）
内
は
各
級
の
代
表
的
な
職
名
で
す
。

◦
１・
２
級
は
経
験
年
数
な
ど
に
よ
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
１
級
（
係
員
）
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一般行政職
（事務・技術など）
384人

［46.9歳］
65.5％福祉職 64人

［35.5歳］10.9％

税務職 40人
［42.8歳］6.8％

医療技術職 5人
［41.1歳］0.9％

看護師・保健師 12人
［43.6歳］2.1％

技能・労務職 27人
［47.7歳］4.6％

教育職 26人
［41.9歳］4.4％

水道企業職員 28人
［47.9歳］4.8％

7級（部長）
21人 5.5％

6級（課長）
52人

 13.5％

5級
（課長代理）

98人  
25.5％4級（係長）

114人 29.7％

3級（主任）
87人

 22.7％

2級（係員）
12人 3.1％

　特集　市職員の給与

市職員の給与

給与を決める三原則
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平均給料月額（＊1） 

区　分 平均給料月額 平均年齢

一 般 行 政 職
市 324,106円 46.9歳
国 335,000円 43.5歳

技能・労務職
市 300,540円 47.7歳
国 287,992円 50.1歳

経験年数別・学歴別平均給料月額（＊1） 

区　分
経　 験　 年　 数

10年 15年 20年

一 般
行政職

大
学
卒

231,104
円

255,208
円

269,192
円

高
校
卒

207,736
円

236,440
円

259,164
円

技 能・
労務職

高
校
卒

207,736
円

236,440
円

259,164
円

※経験年数とは、採用後の年数（卒業後直ちに
採用され引き続き勤務している場合）です。

一般行政職の初任給（＊1） 
区　分 初 任 給

大学卒
市 166,152円
国 170,200円

高校卒
市 139,196円
国 138,400円

特別職の報酬等
区　分 給料月額

（減額措置後） 期末手当の支給割合

給　
料

市 長 860,000円
（516,000円＊2）

平成25年度
6月期   1.9月分

12月期 2.05月分
平成26年度
6月期  1.9月分

副市長 740,000円
（481,000円＊2）

報　
酬

議 長 620,000円
（496,000円＊3） 平成25年度

6月期   1.9月分
12月期 2.05月分
平成26年度
6月期   1.9月分

副議長 580,000円
（464,000円＊3）

議 員 550,000円
（440,000円＊3）

退職手当
区 分（一部） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.62月分  27.025月分
勤続25年 30.82月分 36.57月分
勤続35年 43.70月分      52.44月分
最 高 限 度 52.44月分      52.44月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置2〜30％加算
1人あたり平均支給額 6,442千円  22,913千円
注意
◦退職手当の支給割合は市と国とで同じでした。
◦「1人あたりの平均支給額」は、平成25年度に本市を退職し
た全職種に係る職員に支給された平均額です。
◦「勧奨」とは、高齢職員などに対し、職員の新陳代謝の促進
および人事の刷新などを図るため、勇退を勧奨し、これに応
じて退職した場合をいいます。

職員手当　※［　］は国の基準
手当の種類 内　容

扶 養 手 当
◦配偶者13,000円
◦扶養親族1人につき6,500円
◦満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの
扶養親族である子への加算1人につき5,000円

地 域 手 当 （給料＋扶養手当＋管理職手当）×6％ 
平成25年度1人あたり平均支給年額 239,761円

管理職手当
◦部長　　　60,000円〜80,000円
◦次長　　　50,000円〜60,000円
◦課長　　　45,000円〜55,000円
◦課長代理　30,000円〜40,000円

通 勤 手 当

交通機関
利用者

月額55,000円を限度とし全額支給 
※支給方法は6ヵ月定期券などの価
額を一括支給

交通用具
利用者

用具に応じ 35,900円［24,500円］
を上限として支給

住 居 手 当

借
家

月額12,000円を超える家賃を支払っている場合
に27,000円［27,000円］を上限として支給

持
家支給なし［支給なし］

時間外勤務
手当

管理職を除く職員対象
平成25年度支給総額 103,309千円

（1人あたり平均支給年額 308千円）

特殊勤務
手当 平成25年4月1日～廃止

期末・勤勉
手当

支給時期 市 国

平成25年度
  6月期 1.9月分 1.9月分

12月期 2.05月分 2.05月分

平成26年度   6月期 1.9月分 1.9月分

職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

いずれも平成26年4月1日現在の状況です。

＊1…本市では、平成23年7月～平成27年3月の
職員給料を8〜13％減額しています。

＊2…平成23年6月～平成27年4月の支給額
＊3…平成23年10月～平成27年3月の支給額

　　特集　市職員の給与
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学 校 園 紹 介

問合先
学校教育課

　今年度から幼稚園と保育所が一体になり、さくらこど
も園が園児総数263人でスタートしました。「さくら棟」
では、短時間児（幼稚園児）、長時間児（保育所児）の4・
5歳児8クラスが、「いずみ棟」では0～ 3歳児6クラスが、
共に園生活を送っています。
　7月半ば、5歳児クラスにとって大きな取組となる「宿
泊保育」を行いました。夕
食のカレー作りやキャン
プファイヤー、忍者や魔
法使いになっての修行な
ど、心に残る2日間を過ご
しました。この日にむけ、
自分たちで生活を進める
力を育めるようカレー作
りに挑戦したり、また忍
者や魔法使いごっこの世界を楽しみながら、友だちとの
かかわりを深め、協力して取り組めるよう、様々な活動
を行ったりしました。4歳児は、宿泊保育をみんなが楽し
んで元気に終えることができるようにと願いを込めてブ
レスレットを作り、来年は自分たちだ！という期待をもっ
て、応援の言葉と共に5歳児にプレゼントしました。
　運動会は、それぞれの学年が積み重ねてきた力を見合

うことにより、互いを
認め合う心や年長児へ
のあこがれの気持ちを
もつことをねらい、0～
5歳児勢揃いで行いまし
た。宿泊保育を経験した
5歳児は自信とつながり
を深め、ソーラン節に挑
戦しました。各クラスの

大漁旗も作り、力強いかけ声と動きで、こども園として
初めての運動会を締めくくりました。
　シンボルツリーの山桜に見守られ、こども園となった
今年度も「子どもたちの丈夫な体と豊かな心を育む」こ
とを目指して、日々の保育を大切にしています。

　昨年11月7日㈮・8日㈯に6年生が、平和について学ぶ
ため、広島へ修学旅行に行ってきました。1日目の広島
平和記念公園では、｢原爆の子の像｣前で平和セレモニー
を行い、6年生全員が心を込めて大きな声で平和を願う
｢呼びかけ｣をおこないました。また、被爆された人から

の聞き取り学習では、真剣
にその経験談に聞き入って
いました。戦争の悲惨さや
原子爆弾の恐ろしさを感じ
取ったことでしょう。｢平
和を守るためには、私たち
はどうしたらいいのか｣ ｢

平和とはどのようなことなのか｣など、子どもたちが、真
剣に考える機会を持つことが出来ました。講師のお話の
中で、｢みなさんは、生きていることの幸せを感じてくだ
さい｣と言われた言葉が心に突き刺さりました。
　6年生は、修学旅行に行くための事前学習として、平
和や戦争について学習していましたので、平和記念公園
や資料館での体験が、子どもたちの心の中に深く刻み込
まれたことだと思います。
　また、宮島の厳島神社を見学したあとは、楽しみのお買
い物です。友達と｢何を買おうか｣｢値段が高い安い｣｢おば
あちゃん、このまんじゅう好きかな？ ｣などと言いながら
お土産を買うため、通りを行ったり来たりしていました。
　2日目は、子どもたちが一番楽しみにしていたテーマ
パーク「みろくの里」でのグループ活動です。ジェットコー
スターや急流すべり、お化け屋敷などたくさんのアトラ
クションを楽しんでいました。
　修学旅行の2日
間で平和の大切
さを学び、友達
との楽しい時を
過ごし、小学校
の素敵な思い出
がたくさん出来
たことでしょう。

「
平
成
26
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
か
ら
み
え
る

本
市
の
状
況

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
の
児
童
生
徒
を
対
象

に
行
う
も
の
で
、
国
語
と
算
数
・
数
学
の
学
力
に
関
す
る
調
査
と
児
童
生
徒

の
学
習
や
生
活
の
状
況
、
学
校
の
取
組
に
関
す
る
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
本
市
の
様
々
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
国
語

で
は
、「
何
字
以
内
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
」
な
ど
の
条
件
に
添
っ
た
形
で

ま
と
め
る
力
や
長
文
読
解
力
、書
く
力
が
弱
い
こ
と
、ま
た
、算
数・数
学
で
は
、

式
や
作
図
の
意
味
を
理
解
し
説
明
す
る
こ
と
や
、
文
章
を
読
ん
で
意
味
を
理
解

し
複
数
の
文
章
か
ら
正
解
を
導
く
こ
と
な
ど
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
学
習
や
生
活
の
状
況
で
は
、
学
習
規
律
に
課
題
が
見
ら
れ
た
こ
と
や

テ
レ
ビ・ビ
デ
オ・Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視
聴
時
間
が
長
い
こ
と
、テ
レ
ビ・携
帯
ゲ
ー

ム
の
使
用
時
間
が
長
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

【
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
次
の
５
つ
を
提
案
し
ま
す
】

①
授
業
中
は
、
学
習
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
授
業
で
は
、
答
え
の
理
由
も
書
い
た
り
話
し
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

③
本
を
た
く
さ
ん
読
み
ま
し
ょ
う
。（
１
日
30
分
を
目
安
）

④
テ
レ
ビ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視
聴
は
、
控
え
め
に
し
ま

し
ょ
う
。（
１
日
１
時
間
以
内
を
目
安
）

⑤
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
は
、
控
え
め

に
し
ま
し
ょ
う
。（
１
日
１
時
間
以
内
を
目
安
）

　
子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
、
家
庭
や
地
域
の
み
な
さ
ん

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
学
力
や
学
習
状
況
の
改
善

の
た
め
に
こ
の
提
案
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

夏季休業期間の短縮のお知らせ
　平成27年度より夏季休業期間が、7月21日〜8
月24日になり、8月25日から2学期が始まります。
　学校施設の空調設備が整備されたことや中学校
の授業時数の確保が改訂の主な理由ですが、総授
業時間に余裕ができることで学習内容の振り返り
などに活用できるという利点があります。

※
本
年
度
の
調
査
結
果
は
学
校
別
を
含
め
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
学
力

の
特
定
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
や
学
校
に
お
け
る
教
育
活

動
の
一
側
面
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、ま
た
、各
学
校
で
は
様
々

な
取
組
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

修学旅行に行ってきました
〜第一小学校～

「山桜」に見守られ 踏みだした第一歩！
～さくらこども園～

8広報いずみさの 平成27年1月号



1月17日は「防災とボランティアの日」　1月15日〜21日は「防災とボランティア週間」
　平成7年1月17日に発生した阪神・淡路大震災から20年となります。この間にも各地で大きな災害が発生
しています。その度にたくさんの尊い命が犠牲となり、自然災害の脅威をまざまざと見せつけられます。し
かしながら、その様々な教訓を生かし、たくさんの人たちが救出されてきたのも確かです。
　教訓を忘れないためにも、もう一度災害に対する正しい知識と日頃の備えを見直しましょう！

問合先　市民協働課

国土交通省近畿地方整備局と災害時に連携！
　大規模自然災害が発生、または発生するおそれがある場合において、国土交通省の支援が円滑に受けられるよ
う、近畿地方整備局と災害時の応援に関する申し合わせを行いました。
　これは、災害時に、国土交通省緊急災害派遣隊（TEC-FORCE）の派遣を受け
入れ、被災状況の迅速な把握、被害の発生・拡大の防止、被災地の早期復旧を進
めていく上で、技術的な支援を受けることを目的としています。今後も、このよ
うに関係機関との連携を深め、安心安全なまちづくりを進めます。

広島県の土砂災害現場で活躍する緊急災害派遣隊▶

　泉佐野市社会福祉協
議会では毎年、地域福
祉に関係する団体の参
加・協力を得て、災害
ボランティアセンター
の設置運営訓練を行っ
ています。

おおさか防災ネット　　

【災害時に役立つポータルサイトと防災情報メールの配信】
◦ポータルサイト…http://www.osaka-bousai.net/
◦防災情報メール…「touroku@osaka-bousai.net」へ
空メールを送信してください。
※右のQRコードもご利用いただけます。
◦泉佐野市防災情報ツイッター…
http://twitter.com/Izumisano_Bosai

防 災・ 防 犯 情 報

▶平成26年３月の訓練
の様子

 1月10日は「110番の日」
   〜わが街とあなたを守る 110番！〜　　

  　緊急時でも、あわてず、落ち着いて話してください。
 【いたずら110番は犯罪です】
　110番は事件・事故の緊急通報電話です。虚偽の通報は犯罪となります。
　問合先　泉佐野警察署（☎464-1234）

災害時支援ボランティア
事前登録制度を始めます

　災害発生時に復興支援活動に協力していただけるボ
ランティア事前登録制度の説明会を開催します。
日時　1月31日㈯ 午後1時～ 3時
場所　社会福祉センター
内容　◦災害支援ボランティアの心構え
　　　◦事前登録制度について
申込・問合先　泉佐野市社会福祉協議会 地域福祉グ
ループ（☎464-2259）

地域の絆づくり登録制度への届出は
お済みですか？

　泉佐野市では、災害時に備えた「地域の絆づく
り登録制度」が始まっています。
地域の絆づくり登録制度とは…障害や高齢などで、
災害時に自力で避難するのが困難な人にあらかじ
め名簿登録をしていただき、地域の支援団体へ登
録していただいた情報を提供し、災害時の避難支
援活動や安否確認、また平常時の見守りなどに役
立てる制度です。
地域の絆づくり登録制度の対象者は…重度の障害
者や要介護認定者、ひとり暮らし高齢者などで災
害時に避難支援を要する人
※詳しくは、広報8月号や市のホームページに掲載
しています。
登録するには…市からは、対象と思われる人に案
内と登録届出書を8月中旬に郵送しています。登録
するには届出書の提出が必要となりますので、市
役所まで返信してください。また、案内が届いて
いない人でも、災害時に避難を要する人は登録す
ることができます。登録受付は随時、下記担当窓
口でも行っています。
※案内が届いた人で、登録を希望しない場合でも

「登録に同意しない」という意思表示（届出書の提
出）が必要です。
届出書提出先・問合先
市民協働課、障害福祉総務課、
高齢介護課

110番　正義の味方が　直ぐそこに！
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問合先　新関西国際空港㈱ 広報グループ（☎455-2201）
ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp/

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

1

泉
谷
副
市
長
が
退
任

　
泉
谷
善
吉
副
市
長
が
11
月
14
日
付

で
退
任
し
ま
し
た
。

問
合
先　
秘
書
課

■わくわく関空見学プラン
　関西国際空港では、「関西空港ってどんな空港？どんな
飛行機が来ているの？」に答える、「わくわく関空見学プ
ラン」というバスツアーがあります。 
　「関空の裏側探検コース」では、関空展望ホール「Sky Vi
ew」を出発し、通常は立ち入ることの出来ない保安区域
に入り、機内食工場や大きな給油タンクなど、空港を支え
る裏方の施設を車窓見学。また、風向きや離発着状況によっ
ては、飛行機を間近にご覧頂くことが出来ます。
　また、昨年3月より、アジア最大級のソーラーパネルを始め、
関西空港が行っている環境への取り組みを楽しく学ぶ「ス
マート愛ランドコース」、また団体向けに、飛行機で食べ
る機内食の製造工程や特別食のための部屋など、機内食に
まつわる話を機内食工場のスタッフから聞くことができる

「機内食工場コース」も開設しております。
問合先
関空展望ホール「Sky View」
　　　　　　（☎455-2082）

「
市
内
業
者
」
…
本
市
に
本
店
が

あ
る
法
人
、
ま
た
は
本
市
に
住
所

を
有
す
る
（
印
鑑
証
明
書
の
住
所

が
本
市
に
あ
る
）
個
人

「
市
外
業
者
」
…
「
市
内
業
者
」

以
外
の
業
者

平
成
27
年
度
市
内
業
者

平
成
27
・
28
年
度
市
外
業
者 

入
札
参
加
資
格

登
録
審
査
申
請
の
受
付

　
市
役
所
、
上
下
水
道
局
、
泉
佐
野

市
田
尻
町
清
掃
施
設
組
合
、
泉
州
南

消
防
組
合
、
共
通
の
入
札
参
加
資
格

登
録
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

～
受
付
業
務
～

　
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
、
物
品
供
給
等
、
役
務

提
供
等
（
清
掃
・
警
備
、
そ
の
他
の

委
託
業
務
等
）

【
登
録
の
有
効
期
間
】

◦
市
内
業
者
（
１
年
間
）

４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日

◦
市
外
業
者
（
２
年
間
）

４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

【
申
請
書
な
ど
の
入
手
方
法
】

◦
１
月
５
日
㈪
以
降
に
総
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
入
札
・
契
約
情
報
」

（http://w
w

w
.city.izum

isano.
lg.jp/kakuka/som

u/som
u/

m
enu/nyusatukeiyaku/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド　

※
「
入
札
・
契
約
情
報
」
に
は
、
発

注
予
定
や
入
札
結
果
な
ど
重
要
な
お

知
ら
せ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
１
月
５
日
㈪
〜
２
月
16
日
㈪（
土・

日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
に
総
務
課
で

※
市
内
業
者
に
は
無
料
配
付
。
市
外

業
者
は
、
総
務
課
に
備
え
付
け
の
も

の
を
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
複
写
し

て
く
だ
さ
い
。
複
写
に
は
実
費
が
必

要
で
す
。（
領
収
書
の
発
行
は
で
き

ま
せ
ん
）

～
申
請
方
法
～

【
市
内
業
者
】

　
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。（
持
参

に
限
り
ま
す
。）

受
付
日
時　
２
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
） 

午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
市
役
所
２
階 
２
０
１
会
議
室

【
市
外
業
者
】

◦
新
規
申
請
者
（
再
登
録
含
む
）

　
持
参
に
限
り
ま
す
。
受
付
日
時
、

場
所
は
「
市
内
業
者
」
と
同
じ

◦
業
種
変
更
の
申
請
者

　
送
付
に
限
り
ま
す
。
封
筒
な
ど
の

表
面
に
「
入
札
参
加
資
格
登
録
審
査

申
請
書
在
中
」
と
明
記
し
、
２
月
２

日
㈪
〜
16
日
㈪
（
当
日
消
印
な
ど
有

効
）
に
〠
５
９
８・８
５
５
０ 

泉
佐

野
市
役
所 

総
務
課 

契
約
検
査
係
へ

※
既
に
い
ず
れ
か
の
業
務
の
登
録
業

者
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
、
新
た
な

業
務
の
登
録
を
申
請
す
る
に
は
、「
継

続
・
業
種
変
更
の
申
請
者
」
の
受
付

方
法
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　
総
務
課
（
☎
４
６
３・１
２

１
２ 

Fax
４
５
８・１
１
８
７
）

育
て
よ
う 

歴
史
を
守
る 

防
火
の
心

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

　

文
化
財
防
火

デ
ー
は
、
昭
和
24

年
に
国
宝
の
奈
良

県
法
隆
寺
金
堂
の

壁
画
が
焼
失
し
た

こ
と
に
伴
い
、
国
民
の
貴
重
な
歴
史

的
財
産
を
守
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た

も
の
で
、
毎
年
、
こ
の
日
を
中
心
に

全
国
的
に
文
化
財
防
火
の
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

　
管
内
で
も
、
国
宝
や
重
要
文
化
財

が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
火
災
な
ど
で

失
う
こ
と
な
く
未
来
へ
引
き
継
ぐ
こ

と
が
一
人
ひ
と
り
の
責
務
と
も
い
え

ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
文
化
財
防
火
に

徹
底
を
期
す
た
め
、
防
火
診
断
や
消

防
団
と
合
同
で
の
消
防
訓
練
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
も

今
一
度
、
文
化
財
防
火
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
消
防
訓
練
】

日
時　
１
月
25
日
㈰ 

午
前
10
時
～

場
所　
奥
家
住
宅
（
南
中
樫
井
）

問
合
先　
泉
州
南
広
域
消
防
本
部

予
防
課
（
☎
４
６
９・０
１
１
９ 

Fax

４
６
０・２
１
１
９
）

不
適
切
な
液
体
状
の
ご
み
に

困
っ
て
い
ま
す

　
収
集
さ
れ
た
ご
み
は
、
収
集
車
に

圧
縮
さ
れ
な
が
ら
積
み
込
ま
れ
ま

す
。
プ
レ
ス
さ
れ
た
「
液
状
物
（
油

な
ど
）」
は
、
中
身
が
道
路
上
に
飛

び
散
る
だ
け
で
な
く
、
と
き
に
は
歩

行
者
や
周
辺
民
家
に
か
か
り
、
大
変

な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
液
状
物
（
油
な
ど
）」
は
、
凝
固

剤
な
ど
で
固
め
る
か
、
布
な
ど
に
染

み
込
ま
せ
て
か
ら
、
他
の
燃
え
る
ご

み
と
混
ぜ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
中
身
の
残
っ
た
ス
プ
レ
ー

缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ラ
イ
タ
ー

は
、
収
集
車
の
中
で
ガ
ス
が
漏
れ
、

爆
発
、
火
災
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
を
出
す
と
き
は
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課
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一
般
競
争
入
札
に
よ
る

条
件
付
き
市
有
地
売
却

　
市
有
地
を
条
件
付
き
で
売
却
し
ま

す
。
入
札
参
加
に
は
、
事
前
申
込
が

必
要
で
す
。

所
在
地　

元
町
４
４
３
９
番
２
・

４
４
４
０
番
１（
旧
市
立
第
一
幼
稚
園
）

面
積　
６
７
０
㎡　

申
込
・
問
合
先　
２
月
２
日
㈪
～
６

日
㈮
に
総
務
課
へ

※
詳
し
く
は
総
務
課
に
設
置
の
募

集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集

要
領
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.izum

isano.lg.jp/
kakuka/som

u/som
u/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

小
・
中
学
校 

平
成
27
年
度

入
学
予
定
者
説
明
会

日 

時

小
学
校

電
話
番
号

２
月
２
日
㈪
日　
新
４
６
３・２
２
８
１

　
２
日
㈪
北　
中
４
６
２・０
８
７
０

３
日
㈫
日
根
野
４
６
８・０
７
８
９

３
日
㈫
佐
野
台
４
６
４・０
９
３
５

４
日
㈬
第　
一
４
６
３・１
３
３
１

４
日
㈬
長　
坂
４
６
２・８
６
６
１

５
日
㈭
中　
央
４
６
２・０
６
７
０

10
日
㈫
上
之
郷
４
６
７・０
１
６
９

13
日
㈮
第　
二
４
６
２・７
７
１
６

17
日
㈫
長　
南
４
６
６・０
８
２
１

17
日
㈫
末　
広
４
６
６・１
０
２
１

18
日
㈬
第　
三
４
６
２・０
５
６
０

23
日
㈪
大　
木
４
５
９・７
３
４
４

日 

時

中
学
校

電
話
番
号

１
月
29
日
㈭
佐　
野
４
６
４・６
１
７
１

29
日
㈭
第　
三
４
６
４・６
１
９
１

２
月
12
日
㈭
新　
池
４
６
４・６
１
８
１

20
日
㈮
日
根
野
４
６
８・０
０
６
１

25
日
㈬
長　
南
４
６
５・６
８
８
１

時
間　
午
後
２
時
～（
左
記
を
除
く
）

◦
第
二
小
・
佐
野
中
・
新
池
中
…

午
後
１
時
30
分
～

◦
長
坂
小
・
長
南
小
…

午
後
２
時
30
分
～

◦
日
根
野
中
・
長
南
中
…

午
後
３
時
30
分
～

場
所　
各
学
校
（
左
記
を
除
く
）

◦
新
池
中
…
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◦
日
根
野
中
…
日
根
野
小
学
校
体
育
館

問
合
先　
学
校
教
育
課

公
園
墓
地 

永
代
使
用
者
募
集

所
在
地　
檀
波
羅
公
園
墓
地

（
中
庄
１
２
３
１
番
地
）

募
集
区
画　
89
区
画

 （
１
区
画
：
２
．
25
㎡
）

永
代
使
用
料　
98
万
円

申
込
・
問
合
先　
１
月
13
日
㈫
〜
30

日
㈮（
土・日
曜
日
、祝
日
除
く
）に
、

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
環
境
衛

生
課
へ

※
詳
し
く
は
環
境
衛
生
課
で
配
布
す

る
「
泉
佐
野
市
公
園
墓
地
使
用
申
込

み
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
し
お
り
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.city.izum

isano.lg.jp/
kakuka/seikatsu/kankyo/

ふ
ぐ
の
素
人
調
理
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　
ふ
ぐ
は
猛
毒
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ふ
ぐ
に
よ
る
食
中
毒
事
例
の
約
７
割

市営松原
団地住宅

府道泉佐野岩出線

佐野中学校

南海
「羽倉崎」駅

至和歌山 至大阪

妙安寺

りんくう北公園

りんくう北10号

第一小学校

市
道
笠
松
末
広
線

大西2丁目交差点 若宮町交差点

が
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
調
理

し
た
こ
と
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
ふ
ぐ
を
調
理
す
る
に
は
免
許
と

専
用
の
施
設
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
釣
っ
て
き
た
り
譲
り
受
け
た
り

し
た
ふ
ぐ
の
自
家
調
理
は
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。

　
ふ
ぐ
以
外
に
も
、
自
然
界
に
は
ソ

ウ
シ
ハ
ギ
な
ど
の
猛
毒
を
持
っ
た
魚

が
数
多
く
い
ま
す
。釣
り
な
ど
で
釣
っ

た
魚
を
調
理
し
食
べ
る
場
合
は
、
魚

種
な
ど
を
確
認
し
、
知
ら
な
い
魚
は

絶
対
に
食
べ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
泉
佐
野
保
健
所 

食
品
衛

生
課　
（
☎
４
６
４・９
６
８
８
）

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
月
よ
り

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
犬
の
登
録

お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
の

向
上
並
び
に
犬
や
猫
に
よ
る
生
活
環

境
被
害
の
改
善
を
目
的
と
し
て
、犬・

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
料
金
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

注
意
事
項

◦
手
術
を
受
け
る
前
に
、
申
請
が
必

要
で
す
。す
で
に
終
わ
っ
た
手
術
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◦
獣
医
療
法
第
三
条
に
基
づ
き
開
設

の
届
出
を
し
て
い
る
大
阪
府
内
の
診

療
施
設
で
の
手
術
が
対
象
で
す
。

◦
申
請
手
続
き
に
犬
・
猫
を
同
行
さ

せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

◦
助
成
数
に
は
、限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
先　
手
術
前
に
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
３・６
０

０
１
）
へ　

※
助
成
金
額
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
て
だ
さ
い
。

m
enu/siei_bochi.htm

l

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

抽
選　
２
月
15
日
㈰ 

午
前
10
時
～

　
　
　
市
役
所 

３
階
大
会
議
室

※
申
込
者
は
必
ず
抽
選
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM 総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広
　
告
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税問
合
先
　
税
務
課

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

　
　
　
　

☎
４
６
２
・
３
４
７
１

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
、

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
末
ま
で
に

◦
事
業
主
は
従
業
員
の
住
所
地
の
市

役
所
・
町
村
役
場
へ
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
報
告
書
の
用
紙
は
、
税
務
署
の
法

定
調
書
な
ど
に
同
封
し
て
、
昨
年
12

月
上
旬
に
事
業
主
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
総
括
表
と
あ
わ
せ
て
、
１

月
末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
報
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
従
業
員
が
そ
れ
ぞ
れ
直
接
役
所

（
場
）
に
「
個
人
申
告
」
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◦
市
内
で
事
業
を
営
む
人
は
、
そ
の

所
有
す
る
事
業
用
資
産
を
１
月
末
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

昨
年
１
月
２
日
以
降
に
資
産
の
入
れ

替
え
や
廃
業
、
個
人
か
ら
法
人
へ
の

資
産
の
異
動
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申

告
書
の
提
出
の
際
は
、
申
告
内
容
の

今
一
度
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
お
よ
び

償
却
資
産
の
申
告
は
市
税
の
電
子
申

告
（eLTAX

【
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
】）

で
も
提
出
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
市
税
の
電
子
申
告
に

つ
い
て
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
一
般
社
団
法
人 

地
方
税
電

子
化
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

平
成
27
年
度
の
市
・
府
民
税

（
個
人
住
民
税
）
の
改
正
点

◆
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
、
控
除

限
度
額
の
拡
充 

　
住
宅
借
入
金
等
（
住
宅
ロ
ー
ン
）

特
別
税
額
控
除
は
、
居
住
年
の
適
用

期
限
が
４
年
間
延
長
さ
れ
、
控
除
限

度
額
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

（
＊
）
控
除
限
度
額
が
７
％
と
な
る

の
は
住
宅
購
入
費
用
に
か
か
る
消
費

税
率
が
８
％
ま
た
は
10
％
の
場
合

◆
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
所
得

に
か
か
る
10
％
軽
減
税
率
の
廃
止

　
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
所
得

住宅ローン控除限度額
居住年 控除限度額

〜平成25年
12月31日

課税総所得金額等
の5％
（最高97,500円）

平成26年1月
1日〜3月31
日

課税総所得金額等
の5％
（最高97,500円）

平成26年4月
1日〜平成29
年12月31日

課税総所得金額等
の7％（＊）

（最高136,500円）

に
か
か
る
10
％
軽
減
税
率
（
所
得
税

７
％
、
市
・
府
民
税
３
％
）
の
特
例

措
置
は
、平
成
25
年
12
月
31
日
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
、
平
成
26
年
１
月
１
日

以
降
は
、
本
則
税
率
の
20
％
（
所
得

税
15
％
、
市
・
府
民
税
５
％
）
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
税
政
改
正
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。個

人
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う 

　
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
の

規
定
に
よ
り
、
事
業
主
は
原
則
と

し
て
、
す
べ
て
の
従
業
員
の
市
・

府
民
税
を
給
与
か
ら
差
し
引
い
て

納
入
（
特
別
徴
収
）
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業

主
の
み
な
さ
ん
は
法
令
に
基
づ
く

適
正
な
特
別
徴
収
の
実
施
を
お
願

い
し
ま
す
。

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

■
平
成
26
年
分
の
所
得
税
・
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告

相
談
・
申
告
書
の
受
付

２
月
16
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪

納
期
限　
３
月
16
日
㈪

（
口
座
振
替
日
…
４
月
20
日
㈪
）

※
還
付
申
告
の
相
談
・
受
付
は
、
２

月
15
日
㈰
以
前
で
も
可

場
所　
泉
佐
野
税
務
署

※
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
作
成
す
る
人
は
、
還
付

申
告
の
場
合
も
含
め
、み
な
さ
ん「
復

興
特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉
南

臨
時
の
申
告
・
相
談
会

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

※
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

持
ち
物　
確
定
申
告
書
、関
係
書
類
、

前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
、
源
泉
徴

収
票
、
所
得
控
除
に
係
る
各
種
証
明

書
、
筆
記
用
具
、
印
鑑
、
計
算
機
、

眼
鏡 

な
ど

◦
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
年
金
受
給
者
の

還
付
申
告

期
間　
２
月
６
日
㈮
・
９
日
㈪
・
10

日
㈫
・
12
日
㈭
・
13
日
㈮

◦
税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告
、
事
業

所
得
、
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
の
無
料

相
談
（
申
告
書
の
提
出
は
不
可
）

期
間　
２
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
・
11

日
㈷

「
中
期
財
政
計
画
（
案
）」
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

　
本
市
で
は
、
財
政
健
全
化
団
体
脱

却
後
の
財
政
収
支
の
見
通
し
を
立

て
、
将
来
的
に
持
続
可
能
な
財
政
基

盤
を
確
立
す
る
た
め
、「
中
期
財
政

計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
、
計
画
案
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
案
を
も
と
に
検
討
し

た
後
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定

で
す
。

応
募
・
問
合
先　
１
月
15
日
㈭
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
意
見
（
で
き
る
だ
け
詳

し
く
）
を
記
入
し
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

e
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
〠
５
９
８
・

８
５
５
０ 

泉
佐
野
市
役
所 

行
財
政

管
理
課（e-m

ail gyouzaiseikan
ri@

city.izum
isano.lg.jp

）
へ

※
案
は
行
財
政
管
理
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。
な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見

は
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を
除
き
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
も
の
と

し
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

年
間
納
付
済
額
の

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
納
め
た
国
民
健
康
保
険
料
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
所
得
税
や

市
府
民
税
に
お
け
る
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
中
に
普
通
徴
収
（
納
付

書
・
口
座
振
替
）
で
国
民
健
康
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
人
に
年
間
納
付
済
額
の
通

知
書
を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
所
得
申
告
の
参
考
資
料
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ

れ
て
い
る
人
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
よ
り
送
付

さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
国
保
年
金
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

　
世
帯
で
1
年
間
（
8
月
～
翌
年
7

月
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
中
に
死
亡

や
生
活
保
護
の
受
給
を
開
始
し
た
人

は
、
資
格
喪
失
日
の
前
日
ま
で
）
に

支
払
っ
た
「
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
合
計
額
」
が
基
準
額
を

超
え
た
場
合
に
、
申
請
す
れ
ば
そ
の

金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
人

に
は
、
1
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
と
支

給
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
大
阪
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
あ
て
に

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

給
付
課
（
☎
06
・
４
７

９
０・２
０
３
１
）、
国
保
年
金
課

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
検
診
を
受

け
、
身
体
の
点
検
を
し
ま
せ
ん
か
。

【
歯
周
疾
患
検
診
】

口
腔
内
診
査
、
結
果
に
基
づ
く
ア
ド

バ
イ
ス

対
象　
受
診
日
当
日
に
、
40
・
50
・

60
・
70
歳
の
市
民

場
所
・
申
込
・
問
合
先　
直
接
、
歯

周
疾
患
指
定
医
療
機
関
（
広
報
６
月

号
に
掲
載
）
へ　
※
受
診
無
料

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

血
液
検
査

対
象　
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

に
相
当
す
る
検
診
を
受
け
た
こ
と
が

な
く
、
今
年
度
40
歳
以
上
に
な
る
市
民

場
所
・
申
込
・
問
合
先　
直
接
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
指
定
医
療
機
関（
広

報
６
月
号
に
掲
載
）
へ　
※
受
診
無
料

【
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
】

エ
ッ
ク
ス
線
に
よ
る
骨
量
測
定

対
象　
受
診
日
当
日
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性
市
民

受
診
料　
５
０
０
円

場
所
・
申
込
・
問
合
先　
り
ん
く
う

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
９・３
１
１
１
）

い
ず
れ
も

受
診
回
数　
３
月
末
ま
で
に
１
回

持
ち
物　
健
康
保
険
証
ま
た
は
医
療

券
、
健
康
手
帳
（
持
っ
て
い
れ
ば
）

※
指
定
医
療
機
関
な
ど
詳
し
く
は
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
３・６
０
０
１
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

骨
髄
ド
ナ
ー
支
援
事
業

　
泉
佐
野
市
で
は
骨
髄
・
末
梢
血
幹

細
胞
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
に
対
し
助

成
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当

す
る
人

◦
泉
佐
野
市
に
住
所
を
有
す
る
人

◦
公
益
財
団
法
人
骨
髄
移
植
推
進
財

団
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に

お
い
て
骨
髄
・
末
梢
血
管
細
胞
の
提

供
を
完
了
し
、
そ
れ
を
証
明
す
る
書

類
の
交
付
を
受
け
た
人

助
成
金
額　
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞

の
提
供
１
回
に
つ
き
10
万
円

申
請
・
問
合
先　
骨
髄
・
末
梢
血
幹

細
胞
の
移
植
が
完
了
し
て
か
ら
60
日

以
内
に
「
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事

業
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
」

（
保
健
セ
ン
タ
ー
据
付
）
に
次
の
①
ま

た
は
②
の
書
類
を
添
え
て
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
３・６
０
０
１
）
へ

①
骨
髄
移
植
推
進
財
団
が
発
行
す
る

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
が
完
了

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

②
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

※
医
療
機
関
が
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細

胞
の
提
供
が
完
了
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
を
交
付
し
た
場
合

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

記
念
品
交
換
が
始
ま
り
ま
す

交
換
期
間　
１
月
15
日
㈭
〜
４
月
30

日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く 

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分
）

交
換
場
所
・
問
合
先　

保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
３・６
０
０
１
）、
国

保
年
金
課

※
こ
の
制
度
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
の
促
進
と
、
健
康
の

重
要
性
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
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市
民
競
技
大
会サ

ッ
カ
ー

開
催
日　
２
月
22
日
〜
３
月
15
日
の

毎
週
日
曜
日

場
所　
末
広
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格　
16
歳
（
高
校
生
）
以
上

の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者 

（
選

手
全
員
が
18
歳
以
下
の
場
合
は
成
人

の
責
任
者
が
必
要
）

※
チ
ー
ム
に
審
判
（
４
級
以
上
資
格

者
）
経
験
の
あ
る
審
判
手
帳
保
有
者

３
人
が
必
要

定
員　
１
チ
ー
ム
30
人
以
内
（
監
督

も
出
場
可
）

ル
ー
ル　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
準

じ
、
特
別
ル
ー
ル
は
泉
佐
野
市
サ
ッ

カ
ー
連
盟
で
決
定

参
加
費　
１
チ
ー
ム
５
，
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
含
む
）　　
　

 

持
ち
物　
各
チ
ー
ム
試
合
球
１
球

平成26年度 市民競技大会 結果
 (敬称略）

◆少林寺拳法
最優秀賞 優 秀 賞 優 良 賞 入　賞

団
体
演
武

小学低学年 細川　亮以下5人(体育館）元藤唯斗以下4人（日新） － －
小学高学年 谷村茉蘭以下2人（体育館）大嶋心愛以下5人（日新） － －
中学生以上 坂上隼大以下3人(体育館）松藤　諒以下3人（体育館） － －

単
独
演
武

見習（低学年） 細川　翔 － － －
見習（高学年） 岡田陽依 岡田羽菜 － －

小学低学年 勝山龍之介 末原友姫 細川　茜 元藤唯斗・荒木空雅

組
演
武

小学低学年 細川　茜・勝山龍之介 末原友姫・荒木空雅 文田遙貴・岡田凌太郎 －

小学高学年 谷村茉蘭・松田洋人 山岸啓太・垣谷風羽馬 細川　亮・松藤美穂
細川　亮・中川真緒
荒木風雅・神藤康汰
垣谷望嘉・森下円香

中学生 二岡和也・松藤　諒 細川　悠・中村海渡 － －
親　子 細川　茜・細川　誠 山岸啓太・山岸達弥 － －
一　般 柿本友二・黒澤佳晃 神藤大輝・坂上隼大 山浦彩歌・関井伸司 －

◆柔道
優勝 準優勝 3位

幼　年 塩山春生 塚本心花 谷本　渉・塩山湧己
小学 1年生 田端康成 谷本　葵 植田蒼馬・川野友里衣

2年生 布木颯汰 浅田　渚 相川心音・林　宥吏
3年生 田端誠也 林　大翔 川上真太郎・諸井友祐
4年生 岩瀬史弥 岩崎　剛 桑原翔太・谷本彩萌

5年生男子 川野友輔 竹綱俊祐 米澤怜吾・塩山龍翔
5・6年生女子 福田祐衣 萬谷あゆ 東谷陽向・馬野愛里

6年生男子 浅田翔一朗 小猿崇裕 塩山匠稀・松井　拓
中学女子 河田満帆 日根野谷　寿 谷和理穂

2年生男子 萬谷智弥 松山洸太郎 太田健弘・濱口　樹
3年生男子 古谷千博 前薗　渓 寺下大三

一般男子段外 寺下大三 小澤時弥 中村圭一
一般男子有段 栗正純也 藤田祐介 古谷千博・濵口雅弥

◆体操
優　勝 2　位 3　位

低学年男子マット 忠岡洸弥 赤坂大樹 村上隼翔
とび箱 忠岡洸弥 大伍俊輝 松林大和
低鉄棒 忠岡洸弥 村上隼翔 赤坂大樹

低学年女子マット 吉田晴娃 父川　碧 武居天音
とび箱 吉田晴娃 永島結夢 西谷美琴
低鉄棒 吉田晴娃 永島結夢 松浪琉那

高学年男子マット 村上大翔 広瀬　蓮 大庭志月
とび箱 広瀬　蓮 村上大翔 大庭志月
低鉄棒 村上大翔 広瀬　蓮 大庭志月

高学年女子マット 河合美寿希 奥野春菜 大伍希実
とび箱 奥野春菜 河合美寿希 大伍希実
低鉄棒 河合美寿希 奥野春菜 大伍希実

◆新体操
優　勝 2　位 3　位

リボン 新明　花 田中いぶき 岡田華奈
フープ 長岡杏美 西村芽衣 奥野恋彩

ロープ 神野七聖 番匠実羽 南　想来
鶴田　菫

申
込　
２
月
１
日
㈰
ま
で
に
、
所
定

の
用
紙
に
参
加
費
を
添
え
て
市
民
総

合
体
育
館
へ

抽
選
会　
２
月
７
日
㈯ 

午
後
７
時

か
ら
市
民
総
合
体
育
館 

会
議
室

Ｎ
Ｈ
Ｇ 

第
４
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
１
～
３
月
）

　
「
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
」
か
ら
「
小

学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
へ
と
教

室
名
が
変
わ
り
ま
す
。

　
大
阪
体
育
大
学
の
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
も
う
！

日
時　
１
月
18
日
以
降
の
毎
週
日
曜

日 

午
前
10
時
〜
11
時
50
分（
全
10
回
）

対
象　
小
学
１
～
６
年
生

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
２
，
０
０
０
円

持
ち
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ　

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　
受
講
料
を

持
参
し
、
北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

体
育
分
館
（
Ｎ
Ｈ
Ｇ) 

事
務
室
（
☎

４
６
４・８
７
４
５ 

Fax
４
６
４・８
７

４
６
）
へ　

　
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
」
も
「
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
」
に
教
室
名
が
変
わ

り
ま
す
。

※
日
時
な
ど
詳
し
く
は
広
報
12
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スポーツ推進課
（市民総合体育館内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時〜午後5時15分

（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。
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　第22回 　　泉佐野市民健康マラソン大会 結果（敬称略）

種 別 優 勝 2 位 3 位

小学生
2㎞

男子 西畑拓郎 西　樹 重村幸鷹
女子 大伍希実 松岡花菜 濱田らん

中学生
2㎞

男子 竹尾崇斗 谷福佑斗 竹田洸貴
女子 上村若菜 中野帆香 ー

中学生以上
男子 4㎞ 敦賀重人 出来大典 上田英雄

高校生以上
女子 4㎞ 北川理乃 大伍由美 佐伯美和子

◆バスケットボール
一般 優　勝 準優勝 3　位
男子 SATSUKI 佐野三クラブ 誠心館
女子 Sheep UNBALANCE HANA

◆バドミントン
団体（一般） 優　勝

男子1部 IBLクラブ
2部 KMクラブ

女子1部 IBLクラブ
2部 BJCクラブ
3部 MBJクラブ

個人（一般） 優　勝 準優勝
男子1部 岡部・山本 平野・神平

2部 蔵野・松本 稲垣・是澤
女子1部 西林・東 増山・春吉

2部 森・中野 岩橋・井澤
3部 馬野・川西 渡辺・廣岡

種 別 優 勝 2 位 3 位

一般
8㎞

男子 橋本欣哉 南　歩 阪本将太
女子 小川千恵子 神藤優子 佐竹みつる

シニア
8㎞

男子 木下真治 田中啓介 菊元宏利
女子 山本広美 寺本桂子 河内せつ子

◆陸上
優　勝 2　位 3　位 優　勝 2　位 3　位

小学生男子100m 松本捷汰 下台　新 和田凜成 中学生女子走り高跳び 芝野和佳奈 ー ー
走り幅跳び 松本捷汰 ー ー 砲丸投げ 片岡瑠璃 清水ゆりあ 河合音薫

小学生女子100m 阪本結菜 石井琴帆 岡野春羽 高校生・一般男子100m 渡瀬友斗 山口大輝 橋谷俊平
800m 丹後友花 ー ー 200m 山口大輝 中村隆哉 小野洋介

4×100m 岡野春羽 岸本　雅 芳本莉央 400m 渡瀬友斗 橋谷俊平 濱出広大
石井琴帆 久松未夏海 出原千広 800m 尾上智哉 和田拓真 中野裕斗
北村天音 山本遥聖 山岸七帆 1,500ｍ 藤原篤朗 木村春馬 元田洸之郎
阪本結菜 武田　麗 池本真歩 3,000ｍ 辻野友彦 平山貴之 宇都宮　涼

走り幅跳び 石井琴帆 阪本結菜 岡野春羽 走り幅跳び 松浪拓也 小松祐太 宮田直樹
中学生男子100m 竹野海音 立石亘輝 刀谷吉徳 走り高跳び 藤本健二 蓮本典明 香味大樹

200m 立石亘輝 津幡大聖 橘　夏輝 砲丸投げ 西岡悠輝 黒田和宏 國村翔也
800m 津幡大聖 伴　晴揮 小林千浩 4×100m 山口大輝 中野裕斗 檜木亮太

1,500m 澤田陽太 向井隆真 明貝隼汰 橋谷俊平 尾上智哉 植村祥梧
4×100m 立石亘輝 畑中洋人 伊藤航希 山下勇樹 春木悠都 松原飛優真

竹野海音 刀谷吉徳 岡田太一 小野洋介 渡瀬友斗 市原碩人
橘　夏輝 有本魁人 増冨雅大 高校生・一般女子100m 中西彩華 藤原絵美 藤原彩瑛
津幡大聖 森田雅也 辻中　翔 200m 平田愛祐美 中西彩華 竹林愛貴

走り幅跳び 重野亮太 佐藤迅介 ー 800m 中原紗貴 丹司由希 田中淑子
砲丸投げ 竹野海音 森田雅也 上田詠士 1,500m 中原紗貴 黒松英美里 岩村明里

中学生女子100m 坂野七海 上ノ山悠里 清水ゆりあ 4×100m 鼻毛沙弥華 竹林愛貴 藤原彩瑛
200m 坂野七海 志摩優奈 宇賀瑞歩 丹司由希 黒松英美里 中原紗貴
800m 原　華澄 斉藤　凜 蓮池沙弥 山本絢香 辻野莉子 嶋田朝向

1,500m 大原里奈 樫井穂佳 長谷朋美 田中淑子 一居瑛里子 井戸彩乃
4×100m 森　あかり 石谷茉夕 河合音薫 走り幅跳び 深海なつみ 保坂英里 藤原彩瑛

清水ゆりあ 立田彩佳 平井夢乃 走り高跳び 井戸彩乃 一居瑛里子 竹林愛貴
坂野七海 照屋香月 禰宜田真央 砲丸投げ 南出絵理 ー ー

上ノ山悠里 坂東真琴 片岡瑠璃 共通レース女子400m 大原里奈 平田愛祐美 木村真依
走り幅跳び 橋本果耶 ー ー
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報情て育子
◆子育て支援課（☎463-1212 Fax464-9314）
◆保健センター（☎463-6001 Fax461-4571）
◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
）　
受
付
：
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分　
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分  

診
療
科
目
：
小
児
科
、
内
科

　平成27年度
留守家庭児童会（学童保育）

　保護者のいずれもが働いているか、病気などの理由
で保護者が昼間不在になっている小学1〜3年生（4年
生は原則長期休業期間のみ対象）の健全育成のため、
指導員が生活指導などをします。
開設時間
◦月～金曜日…授業終了～午後5時
◦土曜日・長期休業期間…午前8時30分～午後5時
※いずれも延長は午後7時まで
開設場所（留守家庭児童会）

費用（月額）
◦会費6,300円（8月のみ8,200円）
※時間延長は料金が別途必要
◦おやつ代1,000円
申込用紙配付　1月5日㈪～
申込期間　1月9日㈮〜30日㈮
※長期休業期間中のみ希望の場合も、この期間に申込
してください。
申込・問合先
◦各留守家庭児童会…月～金曜日の午後1時〜5時、
土曜日の午前9時～午後5時
◦子育て支援課…月～金曜日の午前8時45分～午後5
時15分
入会の決定　保育の必要度で選考し、3月上旬に可否
を通知します。
※詳しくは申込用紙をご覧になるか、問い合わせてく
ださい。

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　1月15日㈭ 午前9時30分〜11時
対象　平成26年1月16日〜8月16日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘れると接種できま
せん）
場所・問合先　保健センター

小 学 校 電話番号 小 学 校 電話番号
第　一 463-4542 日根野（Ａ） 467-2342

第二（Ａ） 462-7876 日根野（Ｂ） 467-2315
第二（Ｂ） 462-7875 長　南 466-0826

日　新 464-3839 末　広 466-1056
北　中 464-0827 佐野台 464-4446
長　坂 462-8679 中　央 464-6984
第　三 461-3839 上之郷 467-4777

4月より留守家庭児童会（学童保育）が変わります
【主な変更点】
①市の直接の運営から業務運営を民間事業者（株式
会社セリオ）に業務委託します。
②開設時間について、延長保育の開設時間が午後7時
まで、土曜日・長期休業期間の開始時間が午前8時
30分からとなり、開設時間が拡充されます。
③子どもたちが楽しめる学習支援プログラムを実施
し、活動内容を充実します。
④月会費・延長保育料の料金が変更となります。
※変更点などの詳しい内容については、市ホームペー
ジをご覧いただくか、子育て支援課または各留守家
庭児童会に設置する資料をご覧ください。

3回食の頃からの離乳食講習会（予約制）
　鉄分が不足する頃です。上手に鉄分を摂れる、手づ
かみ食べのメニューを紹介します。
※「スタートの頃から」の次回は2月実施予定
日時　1月22日㈭ 午後1時30分〜3時
定員　15人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
場所・申込・問合先　保健センター
※離乳食講習会後、赤ちゃん相談会もしています。体
重計測が自由にできます。

麻しん・風しん混合ワクチン（MR）予防接種
　この予防接種は、将来、進学・就職・海外への修学
旅行や留学の時などに必要になる場合があるだけでな
く、麻しん（はしか）や風しんにかからない、他の人
にもうつさないためにも大変重要です。免疫を高める
ために予防接種を受けましょう。
対象　
◦MR1期…1歳の誕生日の前日～ 2歳の誕生日の前日
◦MR2期…平成20年4月2日〜平成21年4月1日生まれ
の人は、平成27年3月末までの接種期間（各医療機関
の接種日により異なる）
※麻しん（はしか）または風しんの病気にかかった
ことのある人も、より免疫を高めるためにこの予防接
種を受けることができます。ただし、かかったことが
確実で単独のワクチン接種を希望される場合は、問い
合わせてください。
問合先　保健センター　

泉佐野市食育推進計画が策定されました
毎月19日は「食育の日」

　だし・スパイス・かんきつ類で、美味しく減塩しよう。
問合先　保健センター　

　　　　　平成27年度
木馬園 園児募集

　木馬園では、市内在住で心身に障害や発達の遅れが
ある就学前の乳幼児を対象に、成長発達や生活能力を
育成するために、保育（発達指導）や機能訓練、言語
指導などをとおした子育て支援を行っています。
　通園を希望する乳幼児は申し込んでください。
療育日時　月～金曜日（祝・休日除く） 
　　　　　午前9時20分～午後3時
場所・申込・問合先　所定の用紙に必要事項を記入し、
1月8日㈭・9日㈮の午前9時30分～午後3時に木馬園

（南中安松1548 末広小学校山側 ☎465-2800）へ
※申込用紙の配布など詳しくは、問い合わせてくださ
い。今年度通園し、来年度も引き続き通園を希望する
場合も申込が必要です。
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レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140
Fax469-7141
休館日　月曜日

（祝日の場合は翌日）
開館時間　
午前9時～午後5時

（入館は午後4時30分まで）
入館料　無料

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
229
回

「
蟻
通
神
社
②
」

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

　
蟻
通
神
社
は
、
正
応
２
（
１
２
８

９
）
年
書
写
の
「
和
泉
国
神
名
帳
」

日
根
郡
条
に
は
、「
従
五
位
上
有

通
社
」
と
社
名
が
み
え
、
正
和
５

（
１
３
１
６
）
年
に
作
ら
れ
た
「
日

根
荘
日
根
野
村
荒
野
開
発
絵
図
」

（「
日
根
野
村
絵
図
」）
に
は
、
長
瀧

庄
内
に
鳥
居
マ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
の

下
に「
穴
通
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
滝
の
こ
と
を
記
し
た
「
長
滝
古

記
」
に
は
、
天
正
５
（
１
５
７
７
）

年
の
織
田
信
長
に
よ
る
根
来
寺
攻
め

の
時
に
、
聖
徳
太
子
が
建
立
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
た
禅
興
寺
と
と
も
に

焼
失
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
豊
臣

秀
頼
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
慶
長
20

（
１
６
１
５
）
年
の
大
坂
夏
の
陣
の

緒
戦
で
あ
る
樫
井
合
戦
の
時
に
、
再

度
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
万
治

３
（
１
６
６
０
）
年
に
、
岸
和
田
藩

初
代
藩
主
の
岡
部
宣
勝（
の
ぶ
か
つ
）

に
よ
っ
て
、
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
以

降
、
藩
主
岡
部
氏
の
崇
敬
が
篤
く
、

貞
享
４
（
１
６
８
７
）
年
に
神
田
２

町
を
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第

四
代
藩
主
長
敬
（
な
が
た
か
）、
第

九
代
藩
主
長
慎
（
な
が
ち
か
）
に
よ

り
、
神
馬
図
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
、
そ

れ
ら
の
絵
馬
は
、
現
在
、
泉
佐
野
市

の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す

（
長
敬
奉
納
の
絵
馬
は
、
狩
野
憲
信

の
画
）。
ち
な
み
に
、
神
馬
図
絵
馬

の
ほ
か
に
、
蟻
通
神
社
が
所
有
す

る
泉
佐
野
市
指
定
文
化
財
と
し
て
、

三
十
六
歌
仙
図
絵
馬
（
＊
１
）
や
蟻

通
奉
納
百
首
和
歌
（
＊
２
）
が
あ
り

ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
蟻
通
神
社
は
、
現
在

地
よ
り
も
北
東
の
紀
州
街
道
（
熊
野

街
道
）
沿
い
に
あ
り
、
長
滝
よ
り
伸

び
る
道
を
「
表
馬
場
」、
紀
州
街
道

に
面
し
た
道
よ
り
伸
び
る
道
を
「
裏

馬
場
」
と
呼
び
、
境
内
に
つ
な
が
る

道
と
し
て
２
つ
の
参
道
が
あ
り
ま

し
た
。
参
道
に
は
松
が
左
右
に
並
列

し
、
松
並
木
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

寛
政
８
（
１
７
９
６
）
年
に
記
さ
れ

た
和
泉
国
の
名
所
・
古
跡
・
神
社
・

仏
閣
の
由
来
や
各
地
の
交
通
事
情

を
記
し
、
写
実
的
な
風
景
画
を
多
数

添
え
た
通
俗
地
誌
で
あ
る
「
和
泉
名

所
図
会
」
や
天
保
８
（
１
８
３
７
）

年
当
時
の
長
滝
村
の
様
子
が
描
か

れ
た
「
長
滝
村
絵
図
」（「
新
修
泉
佐

野
市
史
」
第
13
巻
絵
図
・
地
図
編
参

照
）
な
ど
に
も
、
そ
の
松
並
木
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

▶
「
和
泉
名
所
図
会
」
に

描
か
れ
た
蟻
通
神
社

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
】

　
突
然
の
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
な

ど
特
定
の
取
引
で
、
よ
く
考
え
る
時

間
も
な
く
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と

き
、
法
定
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
一

定
条
件
の
も
と
消
費
者
か
ら
一
方
的

に
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る
制

度
で
す
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
主
な

期
間
と
特
定
取
引
】

◦
８
日
間

・
訪
問
販
売

・
電
話
勧
誘
販
売

・特
定
継
続
的
役
務
提
供
（
エ
ス
テ
、

家
庭
教
師
、
学
習
塾
、
語
学
教
室
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
結
婚
相
手
紹
介

サ
ー
ビ
ス
）

・
訪
問
購
入
（
業
者
が
消
費
者
の
自

宅
な
ど
を
た
ず
ね
て
、
貴
金
属
な
ど

の
物
品
の
買
取
を
行
う
も
の
） この契約

クーリング・オフできますか？

◦
20
日
間

・
連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商
法
）

・
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
（
内
職

商
法
や
モ
ニ
タ
ー
商
法
な
ど
）

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い

場
合
】

◦
３
，
０
０
０
円
未
満
の
現
金
取
引

◦
政
令
で
指
定
さ
れ
た
消
耗
品
（
健

康
食
品
、
化
粧
品
、
履
物
な
ど
）
を

使
用
も
し
く
は
消
費
し
た
と
き
（
事

業
者
が
消
費
さ
せ
た
場
合
は
除
く
）

◦
自
動
車
販
売
、
自
動
車
リ
ー
ス

◦
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
サ
ー
ビ
ス

◦
葬
儀

◦
自
分
か
ら
店
に
出
向
い
た
と
き

（
特
定
継
続
的
役
務
は
除
く
）

◦
通
信
販
売

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
方
法
】

①
ハ
ガ
キ
に
、
契
約
年
月
日
・
契
約

金
額
・
商
品
名
・
販
売
会
社
名
お
よ

び
担
当
者
名
・
契
約
を
解
除
す
る
旨

を
書
く
。

②
ハ
ガ
キ
の
両
面
を
コ
ピ
ー
し
て
お

き
、
特
定
記
録
郵
便
ま
た
は
簡
易
書

留
で
期
間
内
に
送
る
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た
場
合

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も
送
る
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
今
回
紹

介
し
た
以
外
に
も
契
約
形
態
や
契
約

内
容
に
よ
り
詳
細
な
規
定
が
あ
り
ま

す
。

◆
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
＊
１
）
…
箱
蓋
裏
の
墨
書
銘
よ

り
、
万
治
３
年
２
月
に
奉
納
、
竹

門
良
尚
親
王
の
書
、
狩
野
玉
信
の

画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
＊
２
）
…
10
首
は
公
家
、
残
り
の

90
首
は
藩
主
・
僧
侶
・
農
民
・
商

人
な
ど
の
人
び
と
に
よ
っ
て
詠
ま

れ
た
百
首
の
和
歌
で
、「
泉
州
志
」

の
著
者
で
あ
る
石
橋
直
之
に
よ
っ

て
編
集
さ
れ
、正
徳
２（
１
７
１
２
）

年
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
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◎高齢者相談
月〜金曜日 8:45〜17:15
社会福祉センター 2階

（問合先：地域包括支援センター ☎464-2977 
Fax462-5400）
◎障害者相談
月〜金曜日 8:45〜17:15
社会福祉センター 2階

（問合先：基幹相談支援センター ☎464-3830 
Fax462-5400）
◎高齢者・障害者の権利擁護に関する相談
月〜金曜日 8:45〜17:15
社会福祉センター 2階

（問合先：泉佐野市権利擁護支援センター【社
会福祉協議会内】 ☎464-2259 Fax462-5400)
◎赤ちゃん相談会【予約制】
第4木曜日 13:30〜14:10
保健センター（☎463-6001）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30〜12:00
保健センター（☎463-6001）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
第1水曜日 9:30〜10:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00〜14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎風しん抗体検査【予約制】
第1・3月曜日（祝日除く） 10:00〜11:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む・随時受付）【予約制】
　来所の場合は電話で予約してください。
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月〜金曜日 9:00〜15:45
泉佐野保健所（☎462-7701）

◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1〜4水曜日 10:00〜12:00、13:00〜15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎消費生活相談
月〜金曜日 9:00〜16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎国保夜間納付相談
第3木曜日 17:30〜20:00　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料納付相談
第3木曜日 17:30〜20:00　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月〜金曜日 9:00〜17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月〜金曜日 9:00〜17:00
◎育児相談
◦月・水・金曜日 9:00〜16:00
泉佐野すえひろ保育園（☎466-5826）
◦月〜金曜日 10:00〜16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月〜金曜日 10:00〜16:00
◎母子・寡婦家庭の生活相談
月〜水・金曜日 9:00〜17:00　子育て支援課
◎教育相談
◦さわやかルーム（☎463-5933）
月〜金曜日 9:00〜15:30
◦シャイン（☎464-8750）
月〜金曜日 10:15〜15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00〜16:00
社会福祉センター 2階（問合先：障害福祉総務課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00〜12:00	
社会福祉センター 2階（問合先：障害福祉総務課）
◎心配ごと相談
月曜日 13:00〜16:00
社会福祉センター 2階

（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
月曜日（第2月曜日除く)、第2水曜日
13:00〜16:35
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00〜15:00
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30〜16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月〜金曜日 10:00〜16:00
◎行政書士相談【予約制】
第4金曜日 13:00〜16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎464-2793）
◎税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 13:00〜16:00
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30〜16:00
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第1・3月曜日 13:30〜16:00
市役所会議室ほか（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
◦月〜金曜日 9:30〜16:30
人権推進課
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
◦火〜金曜日 9:30〜16:30
公益社団法人 泉佐野市人権協会（☎458-
7444）
◦第3土曜日 10:00〜12:00【予約制】
申込・問合先　1月13日㈫までに人権推進課
へ
◎女性の悩みの相談（面接）【予約制】
◦第1木曜日 10:00〜12:00、13:00〜16:00
◦第3木曜日 13:00〜16:00	
◦第4木曜日 17:00〜20:00	
いずみさの女性センター（☎469-7125）

人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

 人権研修・映画
「ある精肉店のはなし」

　纐
はなぶさ

纈あや監督の映画（文化庁記録映画
大賞受賞）の上映と対談をとおして、「い
のちを食べていのちは生きる」ことの意
味を考えます。　※申込不要、参加無料
日時　1月9日㈮ 午後6時30分〜8時30分
場所　旧下瓦屋人権文化センター
問合先　下瓦屋地域協議会
　　　　（☎090-8828-9878）

ご
存
知
で
す
か
？

宅
地
建
物
取
引
業

人
権
推
進
指
導
員
制
度

　
宅
地
建
物
取
引
の
場
に
お
け
る
同

和
地
区
に
対
す
る
差
別
や
入
居
差
別

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
な
く
す

た
め
、府
で
は
業
界
団
体
と
連
携
し
、

「
宅
地
建
物
取
引
業
人
権
推
進
指
導

員
」の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
本
市
も
制
度
の
運
営
に
協
力
し
て

い
ま
す
。）

　
従
業
員
に
対
し
、
人
権
に
関
す
る

教
育
・
啓
発
、
人
権
意
識
の
高
揚
に

人
権
擁
護
委
員
の
人
権
教
室

　
小
学
校
に
出
向
い
て
主
に
３
年
生

を
対
象
に
行
う
人
権
教
室
を
、
人
権

擁
護
委
員
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ニ
メ
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
見
て

も
ら
い
、
い
じ
め
に
つ
い
て
み
ん
な

で
一
緒
に
考
え
ま
す
。
授
業
の
最
後

に
は
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
」
と
「
人

Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
が
登
場
す

る
な
ど
、
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
市
内
す
べ
て
の
小

学
校
で
の
実
施
を
め

ざ
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

問
合
先

人
権
推
進
課

取
り
組
み
、
宅
地
建
物
取
引
業
人
権

推
進
指
導
員
を
設
置
し
て
い
る
宅
地

建
物
取
引
業
者
の
営
業
所
に
は
ス

テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　
府 

建
築
振
興
課
（
☎
06・６

９
４
１・
０
３
５
１ http://w

w
w

.
pref.osaka.lg.jp/kenshin/sido-
jinken/

）
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視
覚
障
害
者
向
け　
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 21日 18日

水

1時00分〜2時00分 府営鶴原中央住宅集会所 23日 13日

金

2時10分〜3時10分

長滝町会館 21日 18日 2時30分〜3時30分 上瓦屋ちびっこ広場 23日 13日 3時30分〜4時30分

府営泉ケ丘住宅集会所 7日
28日 25日 1時10分〜2時10分 府営長滝住宅集会所 16日 6日

27日 2時10分〜3時10分

日根野小学校裏門 7日
28日 25日 2時30分〜3時30分 大木小学校正門 16日 6日

27日 3時40分〜4時30分

上大木河原織布前 7日
28日 25日 3時50分〜4時30分 府営佐野台住宅集会所 24日 14日

土

1時15分〜2時15分

佐野台小学校東門 14日 4日 1時30分〜2時30分 貝田町会館 24日 14日 2時30分〜3時10分
北部市民交流

センター本館 14日 4日 2時45分〜3時45分 新家町会館 24日 14日 3時30分〜4時30分

安松町会館 8日
22日 12日

木

2時30分〜3時10分 樫井西町若宮神社境内 10日
31日 21日 1時00分〜2時00分

上之郷小学校裏門 8日
22日 12日 3時30分〜4時30分 府営羽倉崎住宅

中央集会所
10日
31日 21日 2時15分〜3時15分

西出町会館 15日 5日
19日 2時20分〜3時00分 湊町会館 10日

31日 21日 3時40分〜4時30分

府営鶴原北住宅集会所 15日 5日
19日 3時30分〜4時30分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA

大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 17日 7日
28日 1時20分〜2時00分

日新小学校南門 9日
30日 20日

金

1時20分〜2時20分 いこらも〜る泉佐野
臨時駐車場 17日 7日

28日 2時20分〜3時20分

野々地蔵町内会館 9日
30日 20日 2時50分〜3時30分 北中ちびっこ広場 17日 7日

28日 3時30分〜4時30分

土丸長生会館 9日
30日 20日 3時50分〜4時30分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす

る場合があります。

毎週月曜日、1日㈷〜4日㈰、13日㈫、29日㈭は休館
【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】

開館時間　午前9時30分〜午後7時（日曜日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131

【佐野・長南公民館 図書室】
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 
長南公民館 図書室 ☎465-1101 

新着図書案内
【一般書】
▶ザ・ギフティッド（大川　翔）▶誰がタブー
をつくるのか?（永江　朗）▶お金が貯まる
のは、どっち!?（菅井敏之）▶アイネクラ
イネナハトムジーク（伊坂幸太郎）▶遺譜 
上・下（内田康夫）▶夜また夜の深い夜（桐
野夏生）▶沖縄から愛をこめて（西村京太郎）
▶フォルトゥナの瞳（百田尚樹）▶修羅走
る関ヶ原（山本兼一）▶四人組がいた。（高
村　薫）

【児童書】
▶かげのひこうき（五味太郎）▶こけしちゃ
んのおかいもの（もとした いずみ）▶さが
しえ12つき（なかざわ くみこ）▶みんな
知りたい！ドクターイエローのひみつ（飯
田　守）▶どろぼうのどろぼん（斉藤　倫）
▶ダンシング☆ハイ（工藤純子）▶空へ（い
とう みく）
※上記以外の新着図書については、問い合
わせてください。

図書館　午
アフタヌーンキネマ

後の映画
日時　1月24日㈯ 午後1時30分〜
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　ミュージカル映画「オズの魔法使い」1939年作品（101分）
定員　70人（先着順）　
※申込不要、参加無料

第2土曜日映画会
日時　1月10日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　「ミッキーとなかよしプルート」（29分）
　　　「ミッキーの楽しいアウトドア」（30分）
定員　70人（先着順）　
※申込不要、参加無料

おはなし会
　赤ちゃん〜就学前の親子を対象に、絵本の読み聞かせや楽し
い手あそび、わらべうた、紙芝居などをします。
日時　1月7日㈬・21日㈬、2月4日㈬
　　　午前11時〜11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料
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文
化
・
教
養

【受付時間】
◦レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時15分（日曜日は午後5時まで）
◦青少年センター　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
◦いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時〜午後5時15分
◦北部・南部市民交流センター 本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
◦レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時
◦市民総合体育館　
火～日曜日（月曜日が祝日の場合開館し、翌日が休館）午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イン
フォ

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

◦
午
前
の
部
（
②
③
は
午
前
の
み
）　

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

◦
午
後
の
部

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

①
太
田
知
佳
子
さ
ん 

②
③
中

谷
恭
子
さ
ん 

④
砂
田
里
美
さ
ん

受
講
料
（
材
料
費
含
む
）

①
④
…
各
２
，
５
０
０
円

②
③
…
各
１
，
０
０
０
円

持
ち
物
　
①
は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

開
催
日

（
１
月
）

講 

座 

名 

�
20
日
㈫

プ
リ
ザ
ー
ブ
ドフ

ラ
ワ
ー

②
21
日
㈬

ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
イ

ヤ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
体
験

③
22
日
㈭

④
23
日
㈮

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー診

断

㈶
公
園
緑
化
協
会

り
ん
く
う
中
央
公
園
事
務
所

☎
４
６
９
・
３
３
３
２

■
絵
手
紙
教
室

～
絵
手
紙
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

日
時　
１
月
19
日
㈪

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

講
師　
前
河
直
子
さ
ん
（
ゆ
ー
も
あ
ー

と
）

受
講
料　
１
，
５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

申
込　
１
月
16
日
㈮
ま
で

佐
野
公
民
館☎

４
６
３
・
６
１
８
１

Fax
４
６
９
・
２
２
４
３

■
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ア
タ
ー

ふ
き
の
と
う
の

「
楽
し
い
楽
し
い
人
形
劇
!!
」

　
台
本
・
人
形
・
音
楽
な
ど
す
べ
て
手
作

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
！
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大

人
ま
で
、「
ふ
き
の
と
う
」
の
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
１
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

講
師

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ア
タ
ー 
ふ
き
の
と

う
（
佐
野
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
） 

申
込　
１
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
入
場
無
料

■
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
健
康
料
理
④

　
野
菜
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
、
身
体
に

や
さ
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
ま
し

た
。

日
時　
２
月
13
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

和
風
パ
エ
リ
ア
、
白
菜

ス
ー
プ
、菜
の
花
の
か
ら
し
ご
ま
和
え
、

み
か
ん
の
ム
ー
ス

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

講
師　
玉
木
英
子
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　
８
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾申
込　
１
月
９
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
30
日
㈮
ま
で

■
春
の
寄
せ
植
え

　
家
庭
で
も
で
き
る
春
の
花
々
を
メ
イ

ン
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
寄
せ
植
え
を
行
い

ま
す
。

日
時　
２
月
18
日
㈬

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
藪　
晋
一
さ
ん（
園
芸
店
店
主
）

材
料
費　
１
，
５
０
０
円

持
ち
物　
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　
１
月
８
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
31
日
㈯
ま
で

レ
ッ
ツ
キ
ッ
ズ

　

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ

ん
か
。

日
時　
第
１・
３・
４
週
の
水
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

問
合
先　
射
手
矢
（
☎
０
９
０・
４
５

６
４・
２
３
９
０
）

※
ク
ラ
ブ
会
費
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
２
・
２
９
３
９

Fax
４
６
４
・
０
４
０
９

■
ク
ル
ク
ル
絵
額
づ
く
り

日
時　
１
月
24
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

対
象　
小
・
中
学
生

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　
２
０
０
円

申
込

１
月
６
日

㈫
以
降
に

電
話
で
。

材
料
費
の

納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は

１
月
19
日

㈪
ま
で

■
バ
レ
ン
タ
イ
ン 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
ら
ぶ
・

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ン

日
時　
２
月
14
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

場
所　
佐
野
公
民
館 

３
階
料
理
室

※
現
地
集
合

対
象　
小
・
中
学
生

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　
４
０
０
円

申
込　

１
月

13
日
㈫
以
降

に
電
話
で
。

材
料
費
の
納

入
・
キ
ャ
ン

セ
ル
は
１
月

31
日
㈯
ま
で

文
化
・
教
養

相
　
談

歴
　
史

福
　
祉

健
　
康

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
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文
化
・
教
養

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９
・
７
１
２
０

Fax
４
６
９
・
７
１
２
１

■
新
感
覚
！

フ
ォ
ト
デ
コ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
講
座

　
押
し
花
を
転
写
し
た
フ
ィ
ル
ム
シ
ー

ト
を
台
座
に
貼
っ
て
、
ブ
ロ
ー
チ
と
ペ

ン
ダ
ン
ト
の
２
Ｗ
Ａ
Ｙ
楽
し
め
る
高
級

感
の
あ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま

す
。

日
時　
１
月
24
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
尾
紀
子
さ
ん
（
ネ
イ
チ
ャ
ー

プ
リ
ン
ト 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　
１
，
０
０
０
円

持
ち
物　
は
さ
み
、
ハ
ン
カ
チ
ま
た
は

タ
オ
ル

申
込　
１
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
20
日
㈫
ま
で

※
一
時
保
育

（
１
歳
６
ヵ
月

以
上
・
定
員

４
人
・
先
着

順
）
あ
り
、

希
望
者
は
申

込
時
に

■
羊
毛
で
作
る
！
お
花
モ
チ
ー
フ

～
お
し
ゃ
れ
度
ア
ッ
プ
★あ

な
た
流
！
～

　
ふ
わ
ふ
わ
の
羊
毛
で
作
る
ア
レ
ン
ジ

自
在
の
お
花
。
髪
飾
り
や
ブ
ロ
ー
チ
と

し
て
、
ス
ト
ー
ル
や
帽
子
の
ア
ク
セ
ン

ト
、
カ
バ
ン
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、

何
通
り
に
も
使
え
ま
す
。

日
時　
２
月
６
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
高
野
和
江
さ
ん
（
羊
毛
フ
ェ
ル

ト
作
家
）

材
料
費
（
①
か
②
を
選
択
）

①
ヘ
ア
ピ
ン
２
個
…
５
０
０
円

②
ヘ
ア
ピ
ン
１
個
と
ブ
ロ
ー
チ
１
個
…

５
５
０
円

持
ち
物　
は
さ
み
、
え
ん
ぴ
つ
、
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

申
込　
１
月
７
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
29
日
㈭
ま
で

※
一
時
保
育
（
１
歳
６
ヵ
月
以
上
・
定

員
４
人
・
先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は

申
込
時
に

■
身
近
な
人
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
る

「
聴
き
方
」
講
座

　
親
子
・
夫
婦
・
嫁
姑
・
地
域
・
職
場

な
ど
、
周
り
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
意
思
疎
通
が
上
手
く

い
か
な
い
な
ぁ
…
と
思
っ
て
い
る
人
に

お
す
す
め
で
す
。
気
持
ち
を
軽
く
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
２
月
８
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

定
員　
24
人
（
先
着
順
）

講
師　

寺
澤　

愛
さ
ん
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

申
込　
１
月
７
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
１
歳
６
ヵ

月
以
上
・
定
員
４
人
・
先
着
順
）
あ
り
、

希
望
者
は
申
込
時
に

■
１
日
楽
器
体
験
教
室

～
バ
イ
オ
リ
ン
を弾

い
て
み
ま
せ
ん
か
～

　
楽
譜
は
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
。
初

め
て
バ
イ
オ
リ
ン
を
さ
わ
る
人
限
定
の

楽
し
い
教
室
で
す
。

日
時　
１
月
18
日
㈰

◦
午
後
１
時
30
分
～
３
時

◦
午
後
３
時
15
分
～
４
時
45
分

対
象　
小
学
生
以
上

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
池
上
尚
里
さ
ん
（
泉
佐
野
市
民

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
講
師
）

申
込　
１
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
バ
イ
オ
リ
ン
は
講
師
が

用
意
し
ま
す
。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
ポ
ン
ポ
ン
と
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
作
る

可
愛
い
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
！

日
時　
１
月
29
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

講
師　
山
崎
澄
子
さ
ん
（
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ

工
房
Ｃ
Ｈ
Ａ
‐
Ｃ
Ｈ
Ａ
）

材
料
費　
１
，
０
０
０
円

申
込　
１
月
７
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材

料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は

１
月
23
日
㈮
ま

で■
手
作
り
講
座

～
毛
糸
で
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
作
り
～

日
時　
１
月
30
日
㈮
、
２
月
13
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午
（
全
２
回
）

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
馬
場
春
美
さ
ん
（
長
南
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　
３
０
０
円

持
ち
物

か
ぎ
針
４
号

申
込　

１
月
７
日

㈬
以
降
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
材
料

費
の
納
入
・
キ
ャ

ン
セ
ル
は
１
月
22
日
㈭
ま
で

■
長
南
公
民
館
名
画
シ
ア
タ
ー

日
時　
１
月
31
日
㈯ 

午
前
10
時
～

内
容　
「
Ｅ
．
Ｔ
．」

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
節
分
に
幸
運
の
巻
き
寿
司
を

作
ろ
う
！
恵
方
巻
き

～
今
年
の
恵
方
は
ど
っ
ち
か
な
？
～

日
時　
２
月
３
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

材
料
費　
８
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
２
枚

申
込　
１
月
８
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
27
日
㈫
ま
で

■
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
作
り

日
時　
２
月
14
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
木
村
明
美
さ
ん
（
長
南
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　
１
，
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
２
枚
、
持
ち
帰
り
用
容
器
（
18 ㎝
以

上
の
箱
）

申
込　
１
月
９
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
30
日
㈮
ま
で

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

相
　
談

歴
　
史

福
　
祉

健
　
康

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
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文
化
・
教
養

健
　
康

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
４
・
５
７
２
５

Fax
４
６
９
・
２
２
８
４

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６
・
１
６
４
１

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
和
紙
の
お
ひ
な
様
」

～
か
わ
い
い
お
ひ
な
様
を手

づ
く
り
で
～

日
時　
１
月
30
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　
５
０
０
円

持
ち
物

は
さ
み
、
手

芸
用
ボ
ン
ド
、

筆
記
用
具

申
込

１
月
８
日
㈭

以
降
に
本
人

が
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
キ
ャ
ラ
メ
ル
ケ
ー
キ
」

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
贈
り
物
に
い
か
が

で
す
か
？

日
時　
２
月
２
日
㈪

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

講
師　
木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　
１
，
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰
り
用
容
器
、
筆

記
用
具

申
込　
１
月
15
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
健
康
料
理
教
室

「
身
体
を
温
め
よ
う
」

～
身
体
を
温
め
る
食
品
を

使
っ
て
み
よ
う
～

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
美
味
し
く
食
べ
て
、
健
康
に
！

日
時　
１
月
29
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　
茸
の
あ
ん
か
け
ご
飯
、
南

禅
寺
蒸
し
、
ね
ぎ
の
信
田
煮
、
粕
汁
、

生
姜
は
ち
み
つ
湯
、
お
楽
し
み
あ
っ
た

か
お
菓
子　

対
象　
自
身
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に

栄
養
や
料
理
を
学
び
た
い
人

定
員　
22
人
（
先
着
順
）

講
師　
三
澤
律
子
さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

材
料
費　
８
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　
１
月
８
日
㈭
以
降
に
本
人
が
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

■
消
費
生
活
点
検
！
こ
ん
な
手
口
に
だ

ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

～
暮
ら
し
の
中
のト

ラ
ブ
ル
あ
れ
こ
れ
～

　
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
悪
質
商
法
の

撃
退
術
な
ど
、
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん

か
？

日
時　
１
月
27
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

福

祉
分
館
（
き
ち
ょ
う
苑
）

対
象　
16
歳
以
上

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

講
師　
辻　
眞
知
子
さ
ん
（
消
費
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込　
１
月
６
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
第
３
８
４
回 
観
の
会

日
時　
１
月
15
日
㈭ 
午
後
７
時
～
８
時

30
分　
※
毎
月
第
３
木
曜
日
開
催

場
所　
佐
野
公
民
館

テ
ー
マ　
泉
佐
野
の
昔
の
料
亭

話
す
人　
北
山　
理
さ
ん

問
合
先　

岡
村
（
☎
４
６
４・
７
７

２
３
）　
※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

各
種
文
化
・
教
養

健　

康

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９
・
３
１
１
１

Fax
４
６
９
・
７
９
２
９

１
月
の
「
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
」

は
休
講
し
ま
す

問
合
先　
地
域
医
療
連
携
室

■
市
民
大
学
健
康
講
座　
１
月
例
会

「
尿
路
結
石
症
の
治
療
と

予
防
の
た
め
の
食
生
活
」

　
病
気
の
予
防
・
治
療
に
つ
い
て
健
康

講
座
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
17
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
３
階 

大
会
議
室

講
師　
萩
野
惠
三
（
泌
尿
器
科
部
長
）

問
合
先　
地
域
医
療
連
携
室

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

保
健
セ
ン
タ
ー☎

４
６
３
・
６
０
０
１

Fax
４
６
１
・
４
５
７
１

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　

手
軽
に
安
全
に
で
き
る
運
動

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
仲
間
と
「
に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
」
で
歩

き
ま
し
ょ
う
！

日
時　

１
月
13
日
㈫ 

午
前
９
時
30
分

～
10
時
30
分　
※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　
大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水　

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
は
じ
め
て
み
よ
う
！
健
康
体
操

～
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
～

日
時　
１
月
20
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

対
象　
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
内
在
住
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料

■
元
気
に
体
操 

い
ち 

に
ぃ 

さ
ん
！

～
チ
ェ
ア
体
操
～

日
時　
２
月
10
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時　

対
象　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水　

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。

相
　
談

歴
　
史

福
　
祉

そ
の
他
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相
　
談

健
　
康

各
種
健
康

■
は
じ
め
ま
し
ょ
う
介
護
予
防
！

銭
湯
で
健
康
づ
く
り

～
口
腔
ケ
ア
で
健
康
長
寿
～

　
泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
で
地
域
健

康
教
室
（
30
分
程
度
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
終
了
後
に
無
料
で
入
浴
も
で
き

ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家

族問
合
先　
高
齢
介
護
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

開催日 場　所 定 員
（先着順）

1月
8日㈭ 

白水湯
（鶴原2丁目6-25）

男女
各20人

15日㈭ 羽倉崎温泉
（東羽倉崎町6-10）

男女
各25人

22日㈭ なごみ湯
（笠松1丁目3-23） 40人

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
介
護
予
防
講
座

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
15
分
間
の
フ
ッ
ト
ス
パ
（
足
浴
）
で

血
行
を
促
し
、
簡
単
な
フ
ッ
ト
ケ
ア
を

し
ま
す
。

日
時　
１
月
27
日
㈫

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
3
時

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

■
温
水
プ
ー
ル
体
験
教
室

水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
泳
げ
な
い
人
や
泳
ぎ
に
自
信
が
な
い

人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

コ
ー
ス
・
開
催
日
（
各
全
６
回
）

◦
木
曜
コ
ー
ス

　
１
月
29
日
〜
３
月
５
日

◦
金
曜
コ
ー
ス

　
１
月
30
日
〜
３
月
６
日

時
間　
午
前
11
時
〜
正
午

場
所　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
象　
健
康
維
持
や
生
活
習
慣
病
予
防

な
ど
を
目
的
と
し
た
水
中
運
動
が
可
能

な
市
内
在
住
者

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
１
回
６
０
０
円
（
60
歳
以
上

は
３
０
０
円
）

申
込
・
問
合
先　
１
月
８
日
㈭
～
21
日

㈬
に
本
人
が
直
接
、
国
保
年
金
課
ま
た

は
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９
・

１
０
０
０
）
へ

■
統
合
失
調
症
家
族
教
室
（
全
２
回
）

日
時
・
内
容

◦
２
月
４
日
㈬ 

午
後
２
時
～
４
時

「
統
合
失
調
症
の
理
解
と
治
療
」
米
本
重

夫
さ
ん
（
よ
ね
も
と
診
療
所 

院
長
）

◦
２
月
13
日
㈮ 

午
後
２
時
～
５
時

「
家
族
の
関
わ
り
方
と
生
活
支
援
の
資

源
を
知
ろ
う
」
長
崎
敏
和
さ
ん
（
稲
垣

診
療
所 

精
神
保
健
福
祉
士
）、
統
合
失

調
症
当
事
者
な
ど

場
所　
泉
佐
野
保
健
所 

３
階
講
堂

対
象　
統
合
失
調
症
患
者
の
家
族
（
全

回
参
加
で
き
る
人
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

電
話
で
泉
佐
野
保
健

所 

精
神
保
健
福
祉
チ
ー
ム
（
☎
４
６
２

・
４
６
０
０
）
へ　
※
受
講
無
料

■
肝
炎
・
肝
が
ん
啓
発
普
及
講
演
会

日
時　
２
月
21
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
阪
南
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ

ラ
ダ
ホ
ー
ル
） 

小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

「
Ｃ
型
肝
炎
と
い
わ
れ
た
ら 

～
そ
の
生

活
上
の
注
意
か
ら
治
療
法
ま
で
～
」

対
象　
府
内
在
住
者

講
師　

山
田
幸
則
さ
ん
（
市
立
貝
塚
病

院 

診
療
局
長
兼
消
化
器
内
科
部
長
）

申
込
・
問
合
先　
２
月
６
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
泉
佐
野
保
健
所 

企
画
調
整
課

（
☎
４
６
２・７
７
０
２
）
へ

※
受
講
無
料

■
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

「
眠
れ
な
い
・
眠
り
過
ぎ
る

こ
れ
っ
て
睡
眠
障
害
!?
」

日
時　
１
月
30
日
㈮

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

熊
取
交
流
セ
ン
タ
ー 

煉
瓦
館

（
泉
南
郡
熊
取
町
五
門
西
１
丁
目
10
番

１
号
）

対
象　
泉
佐
野
市
・
熊
取
町
・
田
尻
町

在
住
者

講
師　
足
立
浩
祥
さ
ん
（
大
阪
大
学
保

健
セ
ン
タ
ー 

精
神
科
准
教
授
）

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ふ
き
の
と
う 

柳
原
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

す
ず

ら
ん
内 

☎
４
６
４・９
８
８
４
）

※
申
込
不
要
、
受
講
無
料

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５

相　

談

■
女
性
の
悩
み
相
談　

　
女
性
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
面
接

相
談
で
す
。
家
庭
の
こ
と
、
子
育
て
の

こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
身
体
の
こ
と
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
考
え
や

気
持
ち
の
整
理
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日
時　
２
月
５
日
㈭

◦
午
前
10
時
～　
◦
午
前
11
時
～

◦
午
後
１
時
～　
◦
午
後
２
時
～

◦
午
後
３
時
～

※
予
約
制
、
１
人
50
分
間

場
所　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー 

相
談
室

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女

性定
員　
５
人
（
先
着
順
、
初
め
て
の
人

優
先
）

申
込　
電
話
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
へ

※
一
時
保
育（
１
歳
～
就
学
前
）あ
り
、

希
望
者
は
１
月
23
日
㈮
ま
で
に

■
男
女
共
同
参
画
ひ
ろ
め
隊

レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

「
月
１
ラ
ジ
オ
体
操
会
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
今
月
は
、
市
国
際
交
流
員
が
モ
ン
ゴ

ル
の
生
活
や
文
化
、
男
女
共
同
参
画
な

ど
に
つ
い
て
、
楽
し
く
話
し
ま
す
。

日
時　
２
月
２
日
㈪

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 
本
館

講
師　
バ
ヤ
ル
サ
イ
ハ
ン
・
ド
ル
ゴ
ン

（
市
民
協
働
課 

国
際
交
流
員
）　

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　
人
権
推
進
課

※
参
加
無
料
。
服
装
は
体
操
の
で
き
る

も
の
で
（
あ
れ
ば
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス
着

用
で
）

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　
１
月
８
日
㈭
以
降
に

本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー 

本
館(

☎
４
６
６・１
６
４

１ 

Fax
４
６
６・４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養

歴
　
史

福
　
祉

そ
の
他

※各施設の受付時間は、20ページをご覧ください。
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福
　
祉

福　

祉

い
ず
み
さ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３
・
３
５
３
０

　
子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
と
き

に
備
え
て
、
ぜ
ひ
入
会
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。　
※
登
録
無
料

登
録
手
続
場
所

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
、
子
育
て
支
援
課
、

交
流
会
会
場
、
４
ヵ
月
・
１
歳
６
ヵ

月
健
康
診
査
会
場（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
会
員
と
の
面
談
を
希
望
す
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会
「
の
い
ち
ご
」

～
鬼
の
お
め
ん
作
り
～

　
利
用
会
員
と
提
供
会
員
の
交
流
会
で

す
。
会
員
以
外
の
参
加
も
大
歓
迎
。

日
時　
１
月
16
日
㈮ 

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午　

場
所　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
親
子

参
加
費　
２
０
０
円
（
会
員
無
料
・
当

日
入
会
可
）　
※
申
込
不
要

い
ず
れ
も

申
込
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
初
め
て
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
赤
ち
ゃ
ん
に
心
地
よ
い
タ
ッ
チ
ケ
ア

の
基
本
を
学
び
、
親
子
の
絆
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

日
時　
１
月
29
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

和
室

対
象　
２
～
８
ヵ
月
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん

と
保
護
者

定
員　
８
組
（
先
着
順
）

講
師　
北
川
浩
美
さ
ん
（
小
児
タ
ッ
チ

ケ
ア
認
定
講
師
）

参
加
費　
７
０
０
円（
会
員
５
０
０
円・

当
日
入
会
可
）

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト

申
込　
１
月
13
日
㈫
以
降
に
電
話
で

■
産
後
の
身
体
を
整
え
る

　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
外
へ
出
て
、
息

抜
き
を
し
ま
せ
ん
か
？

【
産
後
ピ
ラ
テ
ィ
ス
】　
※
申
込
不
要

　
体
幹
・
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え

ま
す
。

日
時　
１
月
16
日
㈮
・
30
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
20
分
～
11
時
30
分

講
師　
奥
野
美
恵
さ
ん
（
助
産
師
）

【
産
後
の
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
ヨ
ガ
】

　
姿
勢
を
良
く
し
、体
調
を
整
え
ま
す
。

日
時　
１
月
23
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
金
沢
久
美
子
さ
ん
（
助
産
師
）

申
込　
１
月
13
日
㈫
以
降
に
電
話
で

※
参
加
者
５
人
以
上
で
開
催

い
ず
れ
も

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

対
象　
産
後
１
ヵ
月
以
降
の
母
親

（
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
受
講
可
）

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

■
同
じ
釜
の
飯
ト
ー
ク

〜
ち
ょ
い
デ
リ
新
年
会
編
〜

　
子
連
れ
の
外
食
は
で
き
な
く
て
も
こ

こ
な
ら
安
心
！
ち
ょ
い
デ
リ
（
お
惣

菜
）
を
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
で
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？

日
時　
１
月
９
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

料
理
室
・
和
室

対
象　
育
児
中
の
人

定
員　
10
人
（
先
着
順
・
子
ど
も
含
む
）

参
加
費　
５
０
０
円（
会
員
３
０
０
円・

当
日
入
会
可
）

持
ち
物　
自
分
用
の
ご
飯
（
子
ど
も
の

昼
食
）

申
込　
１
月
５
日
㈪
以
降
に
電
話
で

■
育
児
マ
マ
へ 

、
保
険
の
話

～
「
保
険
」
っ
て
誰
に
聞
け
ば

教
え
て
く
れ
る
？
～

　
あ
な
た
の
加
入
し
て
い
る
保
障
を
一

緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

１
月
29
日
㈭ 

午
前
10
時
～
正

午
（
質
疑
応
答
：
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室
（
午
後
：
和
室
）

講
師　
渡
邉
有
子
さ
ん
（
保
険
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）

持
ち
物　

弁
当
（
午
後
も
参
加
す
る

人
）、
筆
記
用
具

申
込　
１
月
13
日
㈫
以
降
に
電
話
で

※
参
加
無
料
、
子
ど
も
同
伴
可

■
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

　

粘
土
状
の
接
着
剤
に
ス
ワ
ロ
フ
ス

キ
ー
ク
リ
ス
タ
ル
を
埋
め
込
み
、
キ
ラ

か
わ
い
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま

す
。

日
時　
１
月
28
日
㈬

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

講
師　
小
野
田
敬
子
さ
ん
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
認

定
講
師
）

参
加
費　
２
，
１
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

申
込　
１
月
５
日
㈪
～
13
日
㈫
に
電
話

で※
申
込
時
に
作
品
の
色
（
金
色・銀
色
）

を
選
択

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーつ

く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９
・
０
６
６
０

Fax
４
６
９
・
０
６
７
０

■
あ
そ
び
の
広
場

「
節
分
ご
っ
こ
」

日
時　
２
月
６
日
㈮

       

午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ

・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

参
加
費　
各
３
０
０
円
（
会
員
１
０
０

円
・
当
日
入
会
可
）

持
ち
物　
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
汗

拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

～
子
ど
も
と
の
遊
び
方
・
関
わ
り
方
～

日
時　
１
月
15
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
室

対
象　
受
講
後
に
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
人

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
込　
１
月
13
日
㈫
ま
で
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
希
望
者
は
申

込
時
に

▲
金
色

▲
銀
色

文
化
・
教
養

相
　
談

歴
　
史

健
　
康

そ
の
他
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歴
　
史

福
　
祉

■
特
別
展
示

「
染
め
型
紙
・
木
綿
織
物
・
郷
土
玩
具
」

～
歴
史
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
選
ん
だ
繊

維
と
工
芸
の
資
料
～

　
歴
史
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
査
・
研

究
の
活
動
も
紹
介
し
ま
す
。

開
催
日

１
月
31
日
㈯
～
４
月
12
日
㈰

主
な
展
示
資
料　

◦
郷
土
玩
具（
ふ
る
さ
と
の
お
も
ち
ゃ
） 

◦
染
め
型
紙
（
着
物
を
染
め
る
型
紙
） 

◦
和
泉
の
木
綿
織
物

※
観
覧
無
料

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
子
育
て
支
援
講
座

「
第
４
回読

み
聞
か
せ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」

～
絵
本
あ
り
紙
芝
居
あ
り

何
で
も
あ
り
ー
の
！
～

日
時　
１
月
25
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス

タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

３
階

和
室

対
象　

小
学
４
年
生
ま
で

の
児
童
と
保
護
者

定
員　
15
組
（
先
着
順
）

講
師　
ウ
ィ
ズ
会
員

持
ち
物　
は
さ
み

申
込
・
問
合
先　

１
月
５
日
㈪
以
降

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ウ
ィ
ズ
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
橋 

☎
・
Fax

０
５
０・７
１
０
３・２
０
８
９
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
希
望
者
は
申

込
時
に

■
愛
の
献
血

日
時　
2
月
７
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
り
ん
く
う
プ
レ
ジ
ャ
ー
タ
ウ
ン

シ
ー
ク
ル
（
協
力
：
泉
佐
野
青
年
会
議

所
）

問
合
先　
障
害
福
祉
総
務
課

■
障
が
い
児
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会

～
世
界
に
１
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
作
り
にチ

ャ
レ
ン
ジ
～

日
時　
２
月
21
日
㈯

　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明

記
念
館
（
池
田
市
）

集
合
・
解
散
場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
障
害
児
者
と
付
添
者

定
員　
30
人
（
先
着
順
・
付
添
者
含
む
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
・

付
添
者
１
，
５
０
０
円
）

申
込
・
問
合
先　
２
月
12
日
㈭
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
４
６
４・２
２
５
９
）

へ

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
公
開
講
座

　
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人
を

支
え
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
あ
な

た
も
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
14
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

申
込　
２
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

※
受
講
無
料

泉
佐
野
市

　

社
協
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
４
・
２
９
７
７

Fax
４
６
２
・
５
４
０
０

■
認
知
症
カ
フ
ェ

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
い
ず
み
さ
の
」

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
認
知
症

に
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
者
を

対
象
に
、
専
門
職
と
互
い
に
交
流
で
き

る
茶
話
会
で
す
。

日
時　
１
月
16
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階

※
申
込
不
要
。
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
な
ど

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

各
種
福
祉

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

◀
郷
土
玩
具▲木綿織物

◀
染
め
型
紙

■
古
文
書
講
座
Ⅱ　
実
践
編

～
江
戸
時
代
の村

の
よ
う
す
を
さ
ぐ
る
～

　
江
戸
時
代
の
中
庄
村
の
明
細
帳
（
村

勢
を
調
査
し
た
文
書
）
を
読
み
解
い
て

い
き
ま
す
。

日
時　
１
月
22
日
～
３
月
５
日
の
毎
週

木
曜
日　
※
２
月
12
日
除
く

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
全
６
回
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

資
料
代　
３
０
０
円

申
込　
１
月
４
日
㈰
以
降
に

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９
・
５
６
７
３

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　
１
月
17
日
㈯ 

午
前
10
時
～
午
後

４
時 

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
１
月
18
日
㈰ 

午
後
２
時
～ 

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

■
新
川
家
教
室

◦
木
彫
り
教
室
…
１
月
９
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

◦
着
付
け
教
室
…
１
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

◦
フ
ル
ー
ト
教
室
…
１
月
15
日
㈭
、
２

月
５
日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
〜

◦
仕
舞
・
謡
曲
…
１
月
20
日
㈫
、
２
月

３
日
㈫ 

午
後
２
時
～

申
込　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

日
時　
２
月
25
日
㈬

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 
３
階

問
合
先　

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
６
９
・
２
１
５
５
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
は

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
・
教
養

そ
の
他

相
　
談

健
　
康
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歴
　
史

そ
の
他

そ
の
他

歴　

史
（
つ
づ
き
）

各
種
歴
史

■
平
成
26
年
度 
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
地
域
活
性
化
事
業

「
文
化
遺
産
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」

　
文
化
財
の
調
査
・
整
備
（
修
理
）・
活

用
へ
の
取
組
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

講
演
し
ま
す
。

日
時　
１
月
24
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

２
階
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
容

◦
「
登
録
文
化
財
を
目
指
す
蟻
通
神
社

の
調
査
成
果
に
つ
い
て
」
登
谷
伸
宏
さ

ん
（
京
都
橘
大
学
文
学
部
）

◦
「
美
術
品
の
保
存
修
理
に
つ
い
て 

～
元
成
寺
親
鸞
聖
人
絵
伝
の
修
復
よ

り
～
」 

宇
佐
美
直
八
さ
ん
（
株
式
会
社 

宇
佐
美
松
鶴
堂
）

◦
「
文
化
財
の
活
用
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
」 

馬
渕
美
由
紀
（
教
育
総
務
課
）

【
同
時
開
催
】

匠
の
技
展
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
文
化
財
診
断
）

　

文
化
財
を
守
る
職
人
の
道
具
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
体
験
も
で
き
ま
す
。

日
時　
１
月
24
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル 

１
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
国
際
交
流

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
経
験
の
な
い
人
で

も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
日
本
人

と
外
国
人
の
混
成
チ
ー
ム
で
、
勝
敗
に

こ
だ
わ
ら
ず
国
際
交
流
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
学
生
も
大
歓
迎
。
外
国
人
は
主

に
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
で

す
。

日
時　
１
月
25
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
市
民
総
合
体
育
館

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
競
技
終
了
後
、
交
流
会
あ
り
（
希
望

者
の
み
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
18
日
㈰
ま
で

（
月
・
土
曜
日
除
く
）
の
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野
地
球
交

流
協
会
（ica

）（
☎
４
６
４・７
２
０
１ 

Fax
４
６
４・
７
１
７
７ e-m

ail ica@
ica.gr.jp

）
へ

※
参
加
無
料

■
府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
野
鳥
観
察
会
」

　
昨
年
８
月
、
上
之
郷
に
オ
ー
プ
ン
し

た
19
番
目
の
府
営
公
園
「
泉
佐
野
丘
陵

緑
地
」
で
、
野
鳥
観
察
会
を
実
施
し
ま

す
。

日
時　

２
月
８
日
㈰ 

午
前
10
時
～
正

午　
※
小
雨
決
行

場
所　

府
営 

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
上

之
郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

定
員　
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

持
ち
物　
双
眼
鏡
（
あ
れ
ば
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
31
日
㈯
ま
で
の

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
に
泉

佐
野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
６
７・
２
４
９
１
）
へ
電
話
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://izum

isano-
kyuryo.jp/

）
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
で

※
参
加
無
料
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
創

立
10
周
年
記
念
ツ
ア
ー

第
３
回
「
食
」
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

～
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
「
さ
の
町
場
」

の
名
家
・
名
館
・
名
店
を
訪
ね
る
～

　
「
さ
の
町
場
」を
一
巡
し（
約
３
㎞
）、

今
も
残
る
名
店
の
「
佐
野
銘
菓
」「
揚

げ
天
ぷ
ら
」「
が
っ
ち
ょ
の
唐
揚
げ
」

を
食
べ
ま
す
。

日
時　

１
月
25
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
ご
ろ

※
雨
天
決
行
（
当
日
７
時
警
報
発
令
時

は
中
止
）

集
合
・
解
散
場
所　
南
海
「
泉
佐
野
」
駅

■
大
阪
府
立
大
学

り
ん
く
う
キ
ャ
ン
パ
ス
獣
医
学
舎

「
地
域
密
着
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
４
年
度 

冬
」

　
獣
医
学
や
獣
医
師
の
社
会
的
な
役
割

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し

ま
す
。　
※
参
加
無
料

日
時　
2
月
10
日
㈫

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
府
立
大
学
り
ん
く
う
キ
ャ
ン
パ

ス 

獣
医
学
舎

内
容
・
講
師　
「
ペ
ッ
ト
の
し
つ
け
に

つ
い
て
（
仮
題
）」
石
田
千
晴
さ
ん
（
石

田
イ
ヌ
ネ
コ
病
院 

動
物
看
護
士
） 

※
主
に
犬
に
つ
い
て
の
講
演
に
な
り
ま

す
。
講
演
終
了
後
、
獣
医
学
教
員
に
よ

る
動
物
の
病
気
な
ん
で
も
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
開
催
（
約
１
時
間
）

対
象　
主
に
泉
佐
野
市
・
岸
和
田
市
・

貝
塚
市
・
泉
南
市
・
阪
南
市
・
熊
取
町
・

田
尻
町
在
住
者

申
込
・
問
合
先　

１
月
30
日
㈮
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
に
電
話
で
府

立
大
学
り
ん
く
う
キ
ャ
ン
パ
ス
（
☎

４
６
３・５
７
４
８
）
へ

い
ず
れ
も

問
合
先　
教
育
総
務
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円

持
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くらしの情報掲示板

平成26年12月31日現在での
工業統計調査に

ご理解とご回答を！
　わが国の工業の実態を明らか
にすることを目的とした、統計
法に基づく報告義務がある重要
な統計です。調査結果は、中小
企業対策や地域振興などの基礎
資料として利活用されます。
　対象の事業所に調査員がうか
がいますので、調査票へのご回
答をお願いします。
実施主体　経済産業省、大阪府、
泉佐野市
問合先　政策推進課

最低賃金のお知らせ
時間額（発効年月日）

【大阪府最低賃金】
838円（平成26年10月5日）

【産業別最低賃金】
◦塗料製造業
880円（平成26年10月31日）
◦電気機械器具製造関連産業
840円（平成26年12月6日）
◦機械・金属製品製造関連産業
862円（平成26年11月13日）
◦鉄鋼業
876円（平成26年11月7日）
◦非鉄金属製造関連産業
840円（平成26年12月14日）
◦自動車・同附属品製造業
860円（平成26年11月30日）
◦自動車小売業
850円（平成26年12月11日）
問合先　大阪労働局賃金課
　　　　（☎06-6949-6502）

2月1日現在での
農林業センサスにご理解を
　わが国の農林業・農山村地域
の実態を明らかにするため、5
年ごとに実施している大切な統
計調査です。調査結果は、農林
業振興や農山村の活性化のため
のさまざまな施策の基礎資料と
して利用されます。対象者には、
1月中旬より調査員が伺います
ので、ご回答をお願いします。
実施主体　農林水産省、大阪府、
泉佐野市
問合先　政策推進課

「わかもの」の就職支援を
充実強化‼

わかもの支援窓口
　30歳未満の正社員をめざす人

（来春学校卒業見込み含む）で、
泉佐野市・泉南市・阪南市・熊
取町・田尻町・岬町の企業に就
職を希望する人を対象に、個別
相談を実施し「自己PRカード」
を作成します。専門スタッフが
そのカードを持って各企業を訪
問し、登録された人をPRします。
　また、セミナーやグループワー
クなども開催します。この支援
を受けるには登録が必要です。
※詳しくは、ハローワーク泉佐野

「わかもの支援窓口」へ
問合先　ハローワーク泉佐野

（上町2丁目1-20 ☎463-0565）
泉佐野市社会福祉協議会

善意銀行
（11月受付分）
◦10万円　人生道場
◦1,100円+ベルマーク500点分
朝日新聞サービスアンカー ASA
熊取佐野東

浄化槽の定期検査を
受けましょう

　浄化槽管理者には、浄化槽法
で「保守点検」や「清掃」の実
施とあわせて、毎年１回「定期
検査」(11条検査) を受けること
が義務付けられています。この
定期検査は、浄化槽が適正に機
能し、放流水が適切な水質であ
るか確認する検査ですので必ず
受けましょう。
定期検査の申込に関する問合先
一般社団法人 大阪府環境水質指
導協会（☎072-257-3531）
浄化槽に関する問合先 
泉佐野保健所 環境衛生課

（☎462-7982）

就労支援フェア2015・高年齢者雇用促進フェア
～合同就職面接会・各種相談会～

　就職困難者（＊）をはじめ、未就職卒業者、就職を希望する人を対
象にした「合同就職面接会」を開催します。また、専門相談員による
各種就労相談や面接速成講座も実施します。　※参加無料
日時　1月23日㈮ 午後1時〜4時
場所　エブノ泉の森ホール2階
内容　①就職面接会
②各種専門相談（障害者・女性〔ひとり親家庭
の親〕・中高年齢者・若年者・シルバー人材セン
ター相談、福祉人材支援センター相談など）
③職業適性診断
④面接速成講座（午後0時30分〜1時20分、午
後2時〜2時50分）
参加企業　泉佐野市内をはじめ府内などの事業所（20社程度）
主催　泉佐野市、泉佐野商工会議所、大阪府
問合先　まちの活性課（☎469-3131）
（＊）就職困難者…障害者、ひとり親家庭の親、中高年齢者（45歳
以上）、就労経験の少ない若年者などで、働く意欲がありながら、年
齢・身体的機能・家族構成・出身地などさまざまな要因で雇用・就
労を妨げられ、実現できていない人

▶
農
林
業
セ
ン
サ
ス

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
つ
っ
ち
ー
」

3月末で自動交付機が廃止になります
　現在、市役所市民課前および南海「泉佐野」駅前のまちの活性課内に
設置している証明書等自動交付機は、今年の3月31日をもって廃止する
こととなりました。（印鑑登録の登録証〔青色の磁気カード〕は今後も
窓口で必要となりますので、そのままお持ちください。）
　これまで自動交付機を利用していた人で、これからコンビニ交付を希
望する場合は、住民基本台帳カードの交付とコンビニ交付利用申請の手
続きをお願いします。
※住民基本台帳カードの交付手数料は、3月31日までの申請に限り無料
問合先　市民課
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このマークがついている画像は、スマートフォンなどのアプリをイン
ストールすることで、動画も見ることができます。
※動画を見るには、右記のQRコードより市のホームペー
ジにアクセスし、AR（拡張現実）技術を使った無料アプ
リ「Aurasma」をダウンロードしてください。

（アドレス）http://www.city.izumisano.lg.jp/shiho/AR.html

イヌナキンが「ゆるキャラグランプリ」で95位に
　　　「ゆるキャラグランプリ2014」において、イヌ
ナキンが全参加キャラ1,699体中、総合95位、ご当地
部門74位となり、昨年の総合201位から順位を上げる
ことができました。イヌナキンを応援いただきました
みなさん、ありがとうございました。

第22回泉佐野市民健康マラソン
　　　11月16日、りんくう公園において、市民健康
マラソンが開催されました。ファミリーの部、2㎞・4
㎞・8㎞の部があり、関空をバックにマーブルビーチ
沿いのコースを、就学前の児童から50歳以上のシニア
まで、たくさんの人が健脚を競いました。

図書購入費を寄贈
　　　11月10日、今年も「国際ソロプチミスト大阪-
りんくう」さんから図書の購入費として10万円のご寄
付をいただきました。今年で21周年目を迎えるソロプ
チミストさんには、長年に渡って図書館へのご寄付を
いただいております。

犬鳴山が紅葉で色鮮やかに染まりました
　　　犬鳴山は雄大な山岳景観や四季折々の美しい渓
谷の自然にあふれています。ハイキングコー
スもあるため、散策しながら紅葉狩りや森
林浴を楽しむことができます。

金婚を祝う会
　　　11月7日、りんくうタウンにある結婚式場「ザ・
ジョージアンテラス」において、婚姻満50年を迎え
られたご夫婦の長寿を祝って、「金婚を祝う会」が開
催されました。今回はチャペルで記念撮影が行われま
した。出席された34組のご夫婦のみなさまには、「結
婚式みたいやわ」と評判が良かったとのことです。

本市在住の和紙人形作家の山中先生に感謝状贈呈
　　　泉佐野市とモンゴル国トゥブ県の友好交流1周
年記念として開催した「モンゴルの風」公演において、
記念品としてプロデューサーのソソルバラム氏とモン
ゴル国総領事に和紙人形を贈呈しました。すばらしい
和紙人形を創作していただいた本市在住の山中セツ子
先生と、和紙人形教室のみなさんに、11月10日に泉
佐野市からの感謝状をお渡ししました。

AR
動画

AR
動画

いずみさのフォトニュース
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いずみさの検定 成績優秀者表彰式
　　　11月3日に実施された「いずみさの検定」合格
者のうち、成績優秀者の表彰式が11月29日に市役所
で行われました。1～ 3級の各級成績上位3人が市長か
ら表彰状を受け取りました。今回新たに実施した1級
は27人が受験し、合格者が10人で合格率が38.5％と
いう難関でした。

泉佐野駅前でイルミネーション点灯
　　　今年の南海「泉佐野」駅前ロータリーのイルミ
ネーションは、光のまち徳島県阿南市の協力による最
先端技術を駆使したLEDイルミネーションと、府立佐
野工科高等学校による作品など、様々な光の演出で彩
られました。12月1日〜25日の期間、冬空
の下、暖かいイルミネーションが幻想的に
灯っていました。

天使幼稚園園児が勤労感謝の日の花束贈呈
　　　11月20日、天使幼稚園の園児のみなさんが、
市役所に勤労感謝の花束を届けに来てくれました。松
下副市長と中藤教育長が園児から花束を受け取り、お
礼を述べました。

空道（くうどう）全国大会の結果報告
　　　市内在住の曽山遼太さんが「2014第1回世界空
道ジュニア選手権大会」U16男子-58の部に日本代表
選手として出場し、見事優勝しました。また、同じく
市内在住の辻野浩平さんも「2014第4回世界空道選手
権大会」超重量級に出場、見事4位入賞を果たし、12
月2日にお二人で市役所に報告に来てくれました。

市内小学生がバトントワーリング全国大会に出場
　　　11月28日、バトントワーリングの全国大会に
出場する市立第二小学校2年生の上　心優さんが市役
所を訪問していただきました。上さんは3歳からバト
ンを始めたそうです。お母さんもバトンをされていて、
2年前に全国大会に出場したときは同じように市役所
を訪問してくださいました。

泉州タオルを使用したファッションショー開催
　　　11月29日、大阪市内のグランフロント大阪に
おいて、大阪タオル工業組合さんによる「泉州こだわ
りタオル」の展示会が開催され、大阪モード学園さ
んにご協力をいただいたタオル地で作った服のファッ
ションショーも行われました。	

AR
動画

いずみさのフォトニュース

広報いずみさの 平成27年1月号29



市の奨学生
　経済的理由で進学が困難な人
を対象に奨学金貸付を行ってい
ます。
申込・問合先　1月6日㈫〜16
日㈮（土・日曜日、祝日除く）
に市立中学校在学生は在学校へ、
その他の人は学校教育課へ
※詳しくは広報12月号をご覧く
ださい。

泉州南消防組合職員
受検資格　平成元年4月2日〜平成
9年4月1日に生まれた人
採用予定人数　3人程度
試験日　第1次…1月25日㈰
※第2次試験の日時・場所につい
ては、第1次試験合格者へ後日
連絡します。
場所　募集要領に記載
申込書配付　泉州南広域消防本部
総務課および各消防署にて配布し
ています。
申込・問合先　1月5日㈪〜15日
㈭（必着）に直接または郵送で泉
州南広域消防本部総務課（〠598-
0048 りんくう往来北1番地の20 
☎469-0119）へ
※募集要領はホームページ（http:
//www.senshu-minami119.jp/）
からダウンロードもできます。

防衛省
予備自衛官補（一般・技術）
　予備自衛官補とは、必要な教
育訓練を受け終了後に予備自衛
官となる制度です。
採用対象　日本国籍を有する次
の年齢の自衛官未経験者
◦一般…18歳以上34歳未満
◦技能…18歳以上、保有する技
能に応じて53〜55歳未満
※技能とは、医療、語学、車両
整備などの専門技術者
受付期間
第1回…1月8日㈭〜3月24日㈫
第2回…7月1日㈬〜9月18日㈮
試験期日
第1回…4月中旬
第2回…10月上旬
合格発表
第1回…5月16日㈯
第2回…11月14日㈯
問合先　自衛隊大阪地方協力本部
岸和田地域事務所（☎426-0902）
※詳しくは問い合わせてください。

府立
南大阪高等職業技術専門校

（平成27年4月入校）
募集科目・訓練期間・対象
◦自動車整備科・2年・18歳（高
卒）以上34歳以下
◦電気主任技術科・2年・18歳
以上
◦情報通信科・1年・18歳（高卒）
以上34歳以下
◦環境分析科・1年・18歳以上
◦Webシステム開発科・1年・
18歳以上34歳以下
◦車体整備科・1年・18歳以上
34歳以下
定員　各30人
願書受付　1月5日㈪〜29日㈭
にハローワークで
試験日　2月20日㈮
合格発表　2月25日㈬
入校日　4月9日㈭
授業料　年間118,800円（所得
などによる免除制度あり）、その
他（入校選考料、入校料、教科
書など実費）
問合先　大阪府立南大阪高等職
業技術専門校（和泉市テクノス
テージ2丁目3-5 ☎0725-53-30
05）
※詳しくは｢南大阪校｣でインター
ネット検索してください。

中小企業の福利厚生を
応援します！

市勤労者福祉共済
サービスセンター

　市内にある中小企業の従業員
と事業主の福利厚生を援助する
制度で、現在の会員数は約730
人です。市が運営事務費などを
負担しており、会費はすべて福
利厚生や給付などの事業に還元
されています。
事業内容
【給付】　結婚祝、出産祝 など
【健康】　人間ドック補助、健康
診断補助 など
【福利厚生】　映画券・入浴券の
割引販売、観劇の割引、宿泊施
設の割引、阪神タイガース戦・
オリックスバファローズ戦の観
戦割引、東京ディズニーリゾー
ト入場割引など　
【文化】　料理・ガーデニング教室
など
※情報誌・会報「風」を毎月発行
加入できる人
◦事業所加入…市内の会社・商
店などの従業員（パート・アル
バイト含む）と事業主
◦個人加入…勤労する市内在住・
在勤者
入会金　500円
※1月末までの加入は入会金免除
会費（月額）　800円
※原則として事業主は、従業員
の会費の1/2以上を負担
申込・問合先　泉佐野市勤労者
福祉共済サービスセンター

（まちの活性課内 ☎469-3131）
※連絡いただければ、事業内容・
加入手続きの説明に伺います。

【見学会】
日時　1月14日㈬（体験実習）・
26日㈪、2月10日㈫、3月3日㈫
午後1時15分〜
※申込不要、参加無料

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM 総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広
　
告
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採用・募集

市立保育所
臨時的任用職員・

臨時嘱託員登録
応募資格　都道府県知事に登録し
保育士証の交付を受けている人
勤務日時

【臨時的任用職員】
月〜金曜日（祝・休日除く）
午前8時45分〜午後5時15分

（土曜日勤務の場合あり）
【臨時嘱託員（保育士パート）】
月～土曜日（祝・休日除く、月
～金曜日の内1日休み）
午前9時～午後4時15分（土曜日
は正午まで）
※いずれも早出・遅出の場合あり
申込・問合先　履歴書（写真添
付）、保育士証の写しを持参し、
子育て支援課へ
※保育士登録の手続中で保育士
証がない場合は、履歴書のみで
も仮受付をします。

市 非常勤嘱託員
【保険料徴収員】
採用予定人数　1人
業務内容　国民健康保険料（税）、
後期高齢者医療保険料などの徴
収業務およびその関連業務、電
話・庁内窓口・訪問などによる
納付相談・納付催告業務など
受験資格　普通運転免許を有し、
パソコン（ワード・エクセル）
ができ、保険料納付について丁

市 職員
【技術職・上級職員（土木）】
採用予定人数　1人
受験資格　昭和40年4月2日〜平
成5年4月1日に生まれた人で、学
校教育法による大学（短期大学を
除く）において試験職種に対応す
る学科を履修し、卒業した人（3
月卒業見込み含む）
試験日　2月1日㈰
採用予定日　4月1日以降
申込・問合先　1月5日㈪〜20日
㈫（土・日曜日、祝日除く）に
人事課へ
※国籍は問いません。詳しくは
問い合わせてください。
　募集要項は、ホームページ（http:
//www.city.izumisano.lg.jp/kak
uka/somu/jinji/menu/saiyo.
html）からダウンロードもできま
す。

市 任期付短時間勤務職員
【介護保険認定調査員】
採用予定人数　3人
業務内容　高齢介護課で介護保
険法に基づく認定調査および介
護保険業務
受験資格　 介護支援専門員の資格
および普通運転免許を有する人

【管理栄養士】
採用予定人数　1人
業務内容　こども園の共通献立
作成、アレルギー対応、食育お
よび子育て支援関連業務
受験資格　管理栄養士の資格お
よび普通運転免許を有し、変則
勤務（早朝出勤）が可能な人

【保健師】
採用予定人数　2人
業務内容　保健センターにおけ
る保健指導、その他これに関連
する業務

受験資格　保健師助産師看護師
法による保健師免許および普通
運転免許を有する人（3月末まで
に取得見込み含む）

いずれも
試験日　2月1日㈰
採用予定日　4月1日以降
申込・問合先　1月5日㈪〜20日
㈫（土・日曜日、祝日除く）に
人事課へ
※国籍は問いません。詳しくは
問い合わせてください。
　募集要項は、ホームページ（http:
//www.city.izumisano.lg.jp/kak
uka/somu/jinji/menu/saiyo.
html）からダウンロードもできま
す。

寧に説明できる人
試験日　
・第1次…書類選考
・第2次…2月10日㈫
採用予定日　4月1日以降
申込・問合先　1月13日㈫〜23
日㈮（必着）に直接または郵送
で国保年金課へ（小論文などの
提出が必要）
※国籍は問いません。詳しくは非
常勤嘱託員採用試験案内をご覧
ください。採用試験案内は、ホー
ムページ（http://www.city.izu
misano.lg.jp/kakuka/kenkou/
kokuho/menu/saiyou.html）か
らダウンロードもできます。

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM 総合企画（☎ 072-242-7997）へ

広
　
告
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　11月分 約3,103ｔ（前年同月比 －4.35％）

泉佐野市の人のうごき
11月末日現在（前月比）

○ 市内人口　101,361人（－71人）
○ 男　　　　  48,960人（－27人）
○ 女　　　　  52,401人（－44人）
○ 世帯数　　  44,639世帯（－11世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.36㎢

二胡＆中国四川省の伝統芸能 川
せんげき

劇「変面」
　中国の旧正月の時期に合わせて、二胡演奏と中国伝統芸能の川劇「変面」を上演します。
変面は世界無形文化遺産にも指定されています。目にも止まらぬ早変わりが見もの!!
日時　2月22日㈰ 午前10時30分〜11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター 1階
多目的室
出演　李　建華さん（二胡）、蘭梅さん（変面）
定員　100人（先着順）
申込・問合先　1月15日㈭以降に電話、FAXでレイクアルスタープ
ラザ・カワサキ生涯学習センター（☎469-7120 Fax469-7121）へ
※観覧無料（自由席）

第4回 泉佐野長者バル
　個性的で魅力ある飲食店や商店が多い長者伝説のまち泉佐野で、バル小判を使って参加
店を「はしご」する飲み・食べ歩き・お買物イベントを開催します。
　参加店では、小判1枚でお得なバルメニュー（基本はワンドリンク＋1品）や、お土
産を提供します。この機会にお気に入りのお店を発掘しましょう。
日時　2月6日㈮・7日㈯ 午前11時～
　　　あとバル：2月8日㈰〜15日㈰
※あとバルとはバルイベント終了後、バル小判を使いきれなかった人を対象にバル
小判を金券（1枚600円）代わりとして使用できる期間です。（あとバル参加店に限る）

場所　南海「泉佐野」駅周辺
参加店舗　約40店舗（予定）
料金　1セット（小判5枚入り）　前売3,000円（前売販売場所で販売）、当
日3,500円（特設本部にて販売）
前売販売場所　バル参加店舗（一部販売していない店舗あり）、泉佐野
商業会連合会事務所、泉佐野市観光情報センター、観光交流プラザ「り
んくう まち処」、泉佐野市観光協会（南海泉佐野駅山側出てすぐ）、泉
佐野商工会議所、泉佐野長者バル特設ホームページ ほか
問合先　第4回泉佐野長者バル事務局（泉佐野商工会議所 ☎462-3128）
※詳細は、泉佐野長者バル特設ホームページに随時掲載します。

　　泉佐野市歴史文化プロモーション事業
展覧会「日根荘 ー HINENOSHOー」

　昨年10月、大阪府で初めて重要文化的景観「日根荘大木の農村景観」
に選定されたことを機に、日根荘遺跡の魅力を発信するため、展覧会を
開催します。
日時　1月24日㈯〜2月4日㈬ 午前11時〜午後6時30分（入場は午後6時まで）
※申込不要、観覧無料
場所　大阪芸術大学スカイキャンパスセミナールーム（あべのハルカス24階）
内容　大阪芸術大学の学生と共同製作した上空から見下ろした現在の

「日根荘遺跡鳥瞰図」と歴史資料である「絵
図」などを展示し、日根荘と現在の泉佐野の
姿を結びつけ、ひも解いていきます。さらに、
まくら幟のまくらや発掘調査の出土品などの
実物展示や日根荘の美しい映像をご覧いただ
き、悠久の世界「日根荘」を体感してください。
問合先　教育総務課

公式携帯サイト
「泉佐野モバイル市役所」

http://www.city.izumisano.lg.jp/
m/（パソコンからもアクセス可）
※携帯電話等からの閲覧には、情
報量に応じた金額(パケット
通信料)がかかりますのでご
注意ください。

◦掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
◦広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑な
運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

あべのハルカスで開催！
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